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今 月 の ペ ー ジ

は

実現を目指
します！
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▼
近
さ
ん
の
突
然
の
訃
報
に

接
し
、
言
葉
も
な
い
。
30
年

前
の
こ
と
だ
っ
た
。
医
学
部

を
卒
業
し
て
群
馬
県
庁
職
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
と
き

に
、
本
会
か
ら
「
10
代
の
後

輩
に
お
く
る
僕
の
性
教
育
」

の
出
版
を
お
許
し
い
た
だ
い

た
▼
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、

す
で
に
第
62
刷
を
数
え
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
世
に

い
う
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
本
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

発
行
部
数
は
20
万
部
を
超
え

て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
数
を

は
る
か
に
超
え
る
読
者
が
こ

の
冊
子
を
手
に
し
て
く
れ
て

い
る
に
違
い
な
い
▼
筆
者
に

と
っ
て
は
、
生
涯
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
処
女
作
と
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を

契
機
に
、
本
会
と
の
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
が
築
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、

本
会
の
理
事
長
が
、
大
学
時

代
の
恩
師
の
松
本
清
一
先
生

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
相

談
を
重
ね
た
結
果
、
１
９
８

８
年
、
志
願
し
て
本
会
へ
の

就
職
を
決
め
た
。
忘
れ
も
し

な
い
が
、
最
終
面
接
は
市
谷

に
あ
っ
た
う
な
ぎ
屋
だ
っ
た

▼
あ
れ
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
30
年
近
く
が
過
ぎ
た
。
今

で
こ
そ
理
事
長
を
拝
命
し
て

い
る
が
、
近
さ
ん
は
い
つ
も

温
か
い
目
で
、
筆
者
の
仕
事

を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
。

日
本
の
戦
後
の
家
族
計
画
運

動
の
推
進
者
で
あ
っ
た
近
さ

ん
か
ら
見
た
ら
、
「
國
井
さ

ん
と
私
ら
が
進
め
て
き
た
壮

絶
な
戦
い
か
ら
し
た
ら
、
君

の
仕
事
ぶ
り
な
ん
て
甘
過
ぎ

る
」
と
、
き
っ
と
思
っ
て
い

た
だ
ろ
う
に
、
近
さ
ん
の
笑

顔
だ
け
が
筆
者
の
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
る
▼
筆
者
と
交

わ
し
た
最
後
の
言
葉
は
、

「
会
長
室
に
あ
る
書
類
な
ど

は
適
当
に
処
分
し
て
く
れ
」

だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
か
ら
お

よ
そ
２
週
間
。
近
さ
ん
は
旅

立
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
書

類
は
な
く
な
っ
て
も
、
近
さ

ん
が
残
さ
れ
た
運
動
理
念

は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
と
言
葉
を

変
え
て
こ
れ
か
ら
も
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
走
り
続
け
た
近
さ
ん
の

人
生
。
天
国
で
の
安
ら
か
な

眠
り
を
約
束
す
る
た
め
に

も
、
人
間
的
な
家
族
計
画
運

動
の
さ
ら
な
る
推
進
に
励
み

た
い
。 

（
Ｋ
Ｋ)

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
） 

宮
崎
で
開
催 

他

2面

肥
満
だ
け
が
万
病
の
元
で
は
な
い

3面

居
場
所
の
な
い
子
ど
も
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
4～5
面

日
本
産
業
保
健
師
会
の

 

「
今
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
6面

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ 

他

7面

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育
33

8面

　
厚
生
労
働
省
は
11
月
21

日
、
第
５
回
21
世
紀
成
年

者
縦
断
調
査
（
平
成
24
年

成
年
者
）
の
概
況
を
発
表

し
た
。
こ
の
調
査
は
２
０

１
２
年
10
月
末
時
点
で
20

〜
29
歳
で
あ
っ
た
全
国
の

同
じ
男
女
を
対
象
に
、
毎

年
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
１

回
調
査
か
ら
今
回
ま
で
の

４
年
間
に
第
１
子
が
生
ま

れ
た
夫
婦
で
は
、
夫
の
79

％
、
妻
の
73
％
が
第
２
子

以
降
を
希
望
し
て
い
る
。

一
方
、
今
回
ま
で
に
第
２

子
の
出
生
が
あ
っ
た
夫
婦

で
は
、
子
ど
も
を
希
望
す

る
割
合
が
夫
婦
共
に
27
％

と
、
第
３
子
以
降
を
希
望

す
る
割
合
が
大
き
く
減
少

し
て
い
た
。

　
ま
た
、
第
１
回
調
査
か

ら
今
回
ま
で
独
身
だ
っ
た

者
の
子
ど
も
を
持
つ
意
欲

に
つ
い
て
は
、
男
女
共
に

「
持
ち
た
い
」の
割
合
が
減

少（
男
性
68
％
↓
63
％
、女

性
78
％
↓
71
％
）。一
方
、

「
欲
し
く
な
い
」
の
割
合

は
上
昇
し
て
い
た
（
17
％

↓
27
％
、14
％
↓
21
％
）。

（４～５面） （２面）

家
族
計
画
運
動
の
生
き
字
引
と
呼
ば
れ

　
近
泰
男
会
長
。
本
会
で
は

親
し
み
を
込
め
て
「
近
さ

ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
常
で
あ

っ
た
。
あ
ら
た
め
て
申
し
上

げ
る
が
、
わ
が
国
の
家
族
計

画
運
動
史
を
語
ら
せ
た
ら
、

近
さ
ん
の
右
に
出
る
者
は
い

な
い
。
國
井
元
会
長
の
下
、

わ
が
国
の
母
子
保
健
・
家
族

計
画
運
動
に
一
石
を
投
じ
た

当
時
の
仲
間
た
ち
の
ほ
と
ん

ど
は
、
す
で
に
他
界
し
、
当

時
の
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
近
さ
ん
を

お
い
て
い
な
か
っ
た
か
ら

だ
。
だ
か
ら
、
本
会
創
立
60

周
年
記
念
誌
で
あ
る
「
家
族

計
画
運
動
の
歩
み
」
を
ま
と

め
上
げ
た
と
き
は
、
感
慨
深

か
っ
た
よ
う
だ
。

　
近
さ
ん
は
41
年
、
旧
制
新

潟
中
学
校
（
現
新
潟
県
立
新

潟
高
等
学
校
）
に
入
学
す
る

も
、
同
中
学
校
３
年
修
了
と

同
時
に
海
軍
飛
行
予
科
練
習

生
を
志
願
、
鳥
取
県
美
保
海

軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。
復

員
後
は
、
同
中
学
校
を
卒

業
、
上
京
し
、
國
井
元
会
長

ら
が
率
い
る
日
本
生
産
合
作

社
協
会
の
設
立
準
備
に
当
た

っ
た
。

　
同
協
会
解
散
の
後
は
、
東

京
寄
生
虫
予
防
会
の
事
務
を

手
伝
い
な
が
ら
、
苦
学
の

末
、
51
年
に
中
央
大
学
専
門

部
法
学
科
を
卒
業
。
そ
の
後

は
國
井
元
会
長
と
、
ま
さ
に

寝
食
を
共
に
す
る
か
の
よ
う

に
、
本
会
の
前
身
で
あ
る
日

本
家
族
計
画
普
及
会
、
東
京

都
予
防
医
学
協
会
、
家
族
計

画
国
際
協
力
財
団
（
現
ジ
ョ

イ
セ
フ
）
、
母
子
保
健
推
進

会
議
な
ど
の
設
立
に
関
わ
り

要
職
を
務
め
て
き
た
。

　
２
０
０
０
年
に
は
本
会
理

事
長
、
12
年
に
会
長
に
就
任

し
て
い
る
。
本
会
は
１
９
５

４
年
の
創
設
以
来
64
年
目
を

迎
え
て
い
る
が
、
ま
さ
に
近

さ
ん
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
と

共
に
、
今
日
ま
で
の
発
展
を

遂
げ
て
き
た
と
言
え
る
。

　
近
さ
ん
に
と
っ
て
の
誇
り

は
、
創
設
以
来
、
１
号
の
欠

号
も
な
く
本
紙
（
創
刊
時
題

号
「
家
族
計
画
」
、
82
年
４

月
「
家
族
と
健
康
」
に
改

題
）
を
発
行
し
続
け
て
こ
ら

れ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
業
績
が
認
め
ら

れ
、
77
年
に
は
厚
生
大
臣
表

彰
、
２
０
０
８
年
に
藍
綬
褒

章
、
09
年
に
は
国
際
家
族
計

画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
国
際

個
人
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
国
外
で

も
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　
ご
遺
族
の
意
志
に
よ
り
通

夜
、
告
別
式
は
す
で
に
家
族

葬
で
執
り
行
わ
れ
た
が
、
保

健
会
館
グ
ル
ー
プ
５
団
体
に

よ
る
「
お
別
れ
の
会
」
は
、

18
年
２
月
11
日
に
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
市
ヶ
谷
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
会
を
創
設
し
た
故
國
井
長
次
郎
元
会
長
の
懐
刀
と
し
て
、
御
年
17
歳
の
と
き
か

ら
日
本
生
産
合
作
社
協
会
の
設
立
、
日
本
家
族
計
画
協
会
の
創
設
に
尽
力
し
た
近
泰

男
本
会
会
長
が
逝
去
し
た
。
11
月
18
日
午
後
６
時
10
分
の
こ
と
だ
。
近
会
長
は
１
９

２
８
年
４
月
22
日
新
潟
市
の
生
ま
れ
。
89
年
の
人
生
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
本
会
理
事
長
／
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

第５回21世紀成年者縦断調査

第１子出生の夫婦
７割超が第２子を希望

近
泰
男
会
長
が
逝
去

本
会
の
発
展

に
尽
力
し
た

東京寄生虫予防協会（現東京都予防医
学協会）時代、新橋駅前で寄生虫検査
を行う近会長（右手前）
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第
44
回

中
高
年
女
性
保
健
セ
ミ
ナ
ー

行
動
変
容
実
践
の
た
め
の
保
健
指
導
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー

実
践
力
に
つ
な
が
る
内
容
で
好
評

　
厚
生
労
働
省
は
11
月
13
日

㈪
、
「
第
６
回
健
康
寿
命
を

の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
の

表
彰
式
を
赤
坂
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
（
東
京
都
港
区
）
で
開

催
し
た
。

組
み
」
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
社

会
か
ら
孤
立
し
が
ち
な
精
神

障
害
を
持
つ
親
や
、
そ
の
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
支
援
を
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
教
員
、
民
生
委
員
、
児

童
委
員
、
行
政
や
保
健
機
関

の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を
対
象

に
、
支
援
者
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
親
や
子
ど
も
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
機
関
が

集
ま
り
、
他
機
関
の
実
践
か

ら
学
ぶ
学
習
会
も
行
っ
て
い

　
今
回
の
母
子
保

健
分
野
で
は
12
団

体
が
授
賞
さ
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
最

優
秀
賞
に
は
「
親

＆
子
ど
も
の
サ
ポ

ー
ト
を
考
え
る

会
」
（
三
重
県
鈴

鹿
市
）
の
「
精
神

に
障
が
い
の
あ
る

親
と
暮
ら
す
子
ど

も
を
支
え
る
取
り

る
と
い
う
。
表
彰
後
の
講
評

で
は
、
こ
れ
ら
の
先
進
的
な

活
動
実
績
を
評
価
し
た
と
述

べ
ら
れ
た
。

　
そ
の
他
の
上
位
受
賞
団
体

は
以
下
の
と
お
り
。

【
厚
生
労
働
大
臣
優
秀
賞
】

《
企
業
部
門
》

株
式
会
社 Kids Public

／

ス
マ
ホ
で
小
児
科
医
に
相
談

「
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」事
業

《
団
体
部
門
》

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
イ

ズ
ア
イ
／
「
24
時
間
受
け
入

れ
・
緊
急
一
時
預
か
り
保

育
」
の
低
価
格
で
の
実
施

《
自
治
体
部
門
》

名
張
市
（
三
重
県
）
／
名
張

版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
推
進

◎
式
典

　
式
典
の
冒
頭
、
加
藤
勝
信

厚
生
労
働
大
臣
（
代
読
＝
北

澤
潤
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家

庭
局
母
子
保
健
課
長
）
が
あ

い
さ
つ
。
「
児
童
虐
待
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お
け

る
母
子
保
健
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
に

母
子
保
健
法
を
改
正
し
、
母

子
保
健
施
策
が
児
童
虐
待
の

発
生
予
防
、
早
期
発
見
に
資

す
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
『
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を

法
定
化
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

閣
議
決
定
し
た
『
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
』
で

は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
平
成
32

年
度
末
ま
で
の
全
国
展
開
を

目
標
に
掲
げ
て
、
設
置
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
皆
さ

ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
う
し
た
改
正
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
地
域
に
お
い
て
環
境

整
備
や
支
援
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
平
成
29

年
度
母
子
保
健
家
族
計
画
事

業
功
労
者
へ
の
表
彰
式
も
開

催
。
日
本
家
族
計
画
協
会
会

長
表
彰
は
個
人
44
人
お
よ
び

３
団
体
に
授
与
さ
れ
た
（
前

号
既
報
）
。

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
や

ぐ
ち
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
大
分
県
佐
伯
市
）
院
長

の
谷
口
久
枝
氏
が
「
思
春
期

か
ら
の
生
涯
を
通
じ
た
女
性

の
健
康
支
援
〜
健
や
か
な
妊

娠
・
出
産
の
た
め
に
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
を
行

っ
た
。

　
谷
口
氏
は
産
婦
人
科
医
師

と
し
て
開
業
し
な
が
ら
、
中

学
校
や
高
校
に
出
向
い
て
性

教
育
を
行
っ
て
い
る
。そ
れ
は

た
だ
の
知
識
の
伝
達
で
は
な

く
、
自
己
の
人
生
の
選
択
や

権
利
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
。

　
「
思
春
期
か
ら
ヘ
ル
ス
ケ

ア
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、

そ
の
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

の
実
現
に
大
変
重
要
だ
。
私

は
学
校
で
の
性
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
単
に
性
感

染
症
や
妊
娠
な
ど
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ー
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、
犯

罪
防
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話

を
し
て
い
る
。
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

と
権
利
）
を
守
る
べ
く
、
そ

し
て
最
終
的
に
は
『
自
分
の

人
生
を
自
分
で
決
め
る
』
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
る
。

　
ま
た
谷
口
氏
は
、
「
産
み

た
い
人
が
産
み
た
い
と
き
に

産
む
」
た
め
の
性
教
育
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
①
月
経
困

難
症
と
子
宮
内
膜
症
②
性
感

染
症
③
卵
子
年
齢
を
知
ろ
う

④
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
⑤

が
ん
か
ら
子
宮
を
守
る
―
を

挙
げ
た
。

　
不
妊
の
原
因
の
一
つ
に
は

子
宮
内
膜
症
が
あ
り
、
思
春

期
の
激
し
い
月
経
痛
に
は
子

宮
内
膜
症
病
変
が
隠
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
ま

た
、
30
代
半
ば
か
ら
加
齢
と

と
も
に
妊
娠
し
づ
ら
く
な

る
、
い
わ
ゆ
る
「
卵
子
の
老

化
」
に
つ
い
て
触
れ
、
さ
ら

に
積
極
的
な
接
種
勧
奨
の
止

ま
っ
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
に
つ
い

て
も
訴
え
た
。
こ
れ
ら
は
全

て
、
将
来
的
な
不
妊
の
原
因

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ

う
し
た
情
報
が
予
防
行
動
へ

と
つ
な
が
る
。

　
最
後
に
谷
口
氏
は
、
思
春

期
の
女
性
を
支
援
す
る
側
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、「
教

育
は
役
に
立
つ
。
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
方
が
、
繰
り
返
し

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
だ
。
そ
し
て
、
相
談

に
つ
な
げ
、
子
ど
も
た
ち
の

持
っ
て
い
る
〝
何
と
か
し
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
〞
〝
誰
か

を
助
け
た
い
〞
と
い
う
気
持

ち
を
う
ま
く
引
き
出
す
こ
と

が
大
切
だ
」
と
訴
え
た
。

　
「
平
成
29
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）
」
が
10
月
25
〜
27
日
、
宮
崎
市
の

メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
本
会
な
ら
び
に
厚
生
労
働
省
、
宮
崎
県
、
宮
崎
市
、

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
、
公
益
社
団
法
人
母
子
保
健
推
進
会
議
。
「
日
本
の
〝
ひ
な
た
〞
か
ら
親
子

を
笑
顔
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
延
べ
約
１
８
０
０
人

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。 

（
家
族
計
画
研
究
集
会
は
４
〜
５
面
）

　
長
寿
大
国
で
あ
る
わ
が
国
に
お

い
て
、
中
高
年
期
を
健
康
で
い
き

い
き
と
過
ご
す
た
め
に
は
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
予
防
策
を
早
期
に

行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
特
に
女
性
の
社
会
進
出
が
増
え

て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

中
高
年
期
か
ら
の
健
康
を
増
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
啓
発
す
る

重
要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
高
年
世
代

へ
の
保
健
指
導
や
健
康
相
談
、
健

康
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
指
導

者
を
対
象
に
、
効
果
的
な
対
応
の

た
め
の
基
礎
知
識
と
、
具
体
的
な

実
践
法
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
健
康
づ
く

り
施
策
を
基
本
か
ら
学
べ
る
「
ベ

ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
と
、
実
践
的

な
保
健
指
導
技
術
を
学
ぶ
「
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
は
、
厚
生

労
働
科
学
特
別
研
究
の
研
修
教
材

を
基
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て

お
り
、
看
護
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
助
産
師
、
歯
科
衛
生
士
、

栄
養
士
、
准
看
護
師
の
方
は
、
こ

の
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
「
食
生

活
改
善
指
導
担
当
者
」
と
し
て
活

躍
で
き
ま
す
（
申
請
中
）
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
で
は
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
概

要
、
行
動
変
容
に
つ
な
げ
る
能
力

を
育
成
し
、
個
別
の
生
活
習
慣
に

お
け
る
実
践
的
な
指
導
技
術
を
習

得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣

病
の
疫
学
か
ら
保
健
指
導
の
知

識
、
技
術
ま
で
、
効
果
的
な
指
導

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説
し
た
「
健
康

教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
拡
大
図

版
セ
レ
ク
ト
シ
ー
ト
」
を
教
材
と

し
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
後
の
自
身

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
お
役
立

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
過
去
の
受
講
者
か
ら
は
「
と
て

も
内
容
が
濃
く
、
す
ぐ
に
生
か
せ

る
内
容
で
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
声
な
ど
、
分
か
り
や
す
い

指
導
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
と
ロ
ー
ル

プ
レ
ー
に
よ
る
実
践
カ
ア
ッ
プ
で

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
ベ
ー
シ
ッ
ク
／
２
月

１
日
㈭
〜
４
日
㈰
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
／
２
月
１
日
㈭
〜
３
日
㈯

【
会
場
】
東
陽
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

ホ
ー
ル
（
東
京
都
江
東
区
）

【
受
講
料
】
ベ
ー
シ
ッ
ク
／
４
万

円
＋
税
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
／
３
万

５
千
円
＋
税

【
講
師
】
岡
山
明
、
網
谷
陽
子
、

辻
恵
子
（
生
活
習
慣
病
予
防
研
究

セ
ン
タ
ー
）
、
浅
山
敬
、
辰
巳
友

佳
子
（
帝
京
大
学
公
衆
衛
生
学
講

座
）
、
奥
田
奈
賀
子
（
人
間
総
合

科
学
大
学
健
康
栄
養
学
科
）
、
栗

林
徹
（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学

部
）
、
小
島
京
子
（
管
理
栄
養

士
）
、
中
村
幸
志
（
北
海
道
大
学

大
学
院
社
会
医
学
分
野
公
衆
衛
生

学
教
室
）

【
定
員
】
各
50
人

【
開
催
日
】
１
月
27
日
㈯

〜
28
日
㈰

【
会
場
】
東
陽
セ
ン
ト
ラ

ル
ビ
ル
ホ
ー
ル
（
東
京
都

江
東
区
）

【
受
講
料
】
２
万
７
千
円

＋
税

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

「
中
高
年
女
性
保
健
の
あ

り
方
：
そ
の
意
義
と
実
践
」

「
中
高
年
期
の
生
活
習
慣

〜
な
ぜ
生
活
習
慣
病
に
な

昨年の様子

る
？
〜
」

「
中
高
年
期
の
生
活
習
慣
〜
運
動

と
食
事
の
重
要
性
〜
」

「
中
高
年
期
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ヘ
ル
ス
」

「
気
に
な
る
女
性
の
病
気
Ⅰ
〜
乳

が
ん
の
早
期
発
見
〜
」

「
気
に
な
る
女
性
の
病
気
Ⅱ
〜
子

宮
・
卵
巣
の
疾
患
〜
」

「
膀
胱
尿
道
と
フ
ェ
ミ
ニ
ン
ゾ
ー

ン
の
ト
ラ
ブ
ル
」

「
中
高
年
女
性
へ
の
治
療
」

【
講
師
】
麻
生
武
志
、
大
荷
満

生
、
鈴
木
隆
雄
、
大
川
玲
子
、
福

田
護
、
若
菜
公
雄
、
中
田
真
木
、

小
山
嵩
夫

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
、

栄
養
士
、
介
護
士
な
ど
保
健
・
医

療
・
福
祉
に
携
わ
っ
て
い
る
方

【
定
員
】
80
人

Seminar Information

Ｕ‒ＣＯＭコンドーム 新パッケージ完成！

居場所のない女の子たち（研究集会）、思春期からの女性の健康支援（シンポ）をテーマに

平
成
29
年
度

健やか親子21全国大会 宮崎で開催（母子保健家族計画全国大会）

第６回

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

 

ア
ワ
ー
ド 

発
表 本会会長表彰の様子（左／北村本会理

事長、右／被表彰者代表のすこやか福
祉会おやこの森・吉田由紀子さん）

　この夏、全国の若者からデザインを募集した「U-COMコン
ドームデザインコンテスト2017」大賞作品によるオリジナル
コンドームが、ついに完成しました。
　性教育での教材や、性感染症予防・望まない妊娠の防止など
を啓発するイベントでの配布用として、お役立てください。

作品に込められたメッセージ：性感
染症をうつさないこと・避妊をする
ことが相手を大切にするための行為
であり、大切なひとを守るためにコ
ンドームを使うことを伝えたいとい
う思いを込めて作りました。

作品名：愛の形
デザイナー：maronさん

本会HPにある申込書にご記入の上（指導者名を必
ずご記入ください）、ファクスにてお申し込みくだ
さい。配布は無料です。

【大賞作品について】

申し込み
方法

表彰式の様子



家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）3 （第765号）平成29年（2017年）12月 1 日

Seminar Information

腹
囲
に
ま
つ
わ
る

勘
違
い

　
動
脈
硬
化
の
主
た
る
原
因

は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
が
高
い
こ
と
で
す
。
１

９
９
０
年
代
以
降
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

「
ス
タ
チ
ン
系
」
の
薬
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
心

筋
梗
塞
な
ど
動
脈
硬
化
性
疾

患
の
発
症
を
予
防
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
て
も
な
お

心
筋
梗
塞
を
発
症
し
や
す
い

人
た
ち
が
お
り
、
そ
の
よ
う

な
人
の
特
徴
と
し
て
、
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
た

の
で
す
。

　
も
と
も
と
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
の
危
険
因
子
を
複
数

持
っ
て
い
る
人
は
心
筋
梗
塞

な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
非
常

に
高
い
の
で
す
が
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で

は
、
複
数
の
危
険
因
子
を
持

つ
に
至
っ
た
共
通
の
原
因
と

し
て
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
想

定
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

危
険
因
子
の
個
数
や
値
に
か

か
わ
ら
ず
、
腹
囲
が
基
準
値

を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
見
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
に

は
批
判
も
多
い
の
で
す
が
、

特
定
保
健
指
導
の
対
象
が
肥

満
者
に
絞
ら
れ
る
た
め
、
保

健
指
導
の
方
針
が
立
て
や
す

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
保
健
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
経
験
や
技
量
に
か
か
わ
ら

ず
、
「
ま
ず
減
量
」
と
い
う

指
導
方
針
を
提
示
す
る
こ
と

が
で
き
、
う
ま
く
減
量
で
き

れ
ば
、
複
数
の
危
険
因
子
が

全
て
改
善
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
あ

ま
り
に
も
身
近
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
き

な
勘
違
い
を
し
て
い
る
人
も

時
々
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。例
え
ば
、「
腹
囲
さ

え
基
準
値
を
超
え
て
い
な
け

れ
ば
大
病
を
患
う
危
険
性
は

低
い
」
と
い
う
誤
解
で
す
。

　
２
０
１
６
年
５
月
10
日
に

開
か
れ
た
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
で
は
、
全
国
の
12

地
区
の
男
女
３
万
人
を
10
年

以
上
追
跡
し
た
厚
生
労
働
科

学
研
究
班
（
門
脇
班
）
の
結

　
10
月
に
行
わ
れ
た
第
13
回
の
本

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
「
人
の
一
生
を
支
え

る
、
生
き
る
教
育
だ
と
思
っ
た
」

「
性
教
育
を
学
校
教
育
の
中
で
系

統
的
に
か
つ
横
断
的
に
指
導
し
て

い
く
こ
と
の
意
味
や
重
要
性
を
学

べ
た
」
「
先
生
の
話
術
か
ら
も
ヒ

ン
ト
を
た
く
さ
ん
得
ら
れ
た
」
と

い
っ
た
ご
感
想
を
頂
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
好
評
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
㈯
に
も
同
様
の
内
容

で
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
都
合
に
よ
り
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
や
参
加
を
ご
検
討
さ

れ
て
い
た
方
、
参
加
者
の
声
を
聞

い
て
参
加
し
た
い
と
感
じ
て
く
だ

さ
っ
た
方
は
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
思
春
期
に
は
指
導
者
の
適
切
な

関
わ
り
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
た
い
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
】
２
月
３
日
㈯

【
会
場
】
保
健
会
館
新
館
（
東
京

都
新
宿
区
）

【
受
講
料
】
１
万
５
千
円
＋
税

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

講
義
①
「
思
春
期
と
性
教
育
」

講
義
②
「
性
教
育
を
依
頼
さ
れ
た

時
に
役
立
つ
工
夫
」

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
性
教
育
活

動
の
現
場
か
ら
」

【
講
師
】
渡
會
睦
子
（
東
京
医
療

保
健
大
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学

科
准
教
授
）

【
対
象
者
】
性
教
育
指
導
を
行
う

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
養

護
教
諭
・
看
護
教
員
な
ど

【
定
員
】
30
人
（
先
着
順
）

＊
思
春
期
保
健
相
談
士
認
定
カ
ー

ド
更
新
対
象
セ
ミ
ナ
ー
（
１
カ
ウ

ン
ト
）

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
れ
ま
で
中
高

年
男
女
の
性
の
悩
み
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
内
容
を
が
ら
り
と
変
更
。

「
若
い
世
代
の
男
女
」
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
性

の
悩
み
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
探
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
性
交
痛
ト
ラ
ブ
ル
や
妊
娠
中
か

ら
産
後
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
、
草

食
化
・
絶
食
化
、
正
し
い
マ
ス
タ

ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
明
日
か
ら

の
性
教
育
指
導
や
健
康
相
談
、
保

健
指
導
な
ど
に
役
立
つ
内
容
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
性
の
悩
み
や
ト
ラ

ブ
ル
に
現
場
で
適
切
に
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
行
政
、
医
療
、
教
育

の
分
野
で
保
健
活
動
に
従
事
し
て

い
る
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

た
方
に
は
、
お
土
産
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
（
内
容
は
当
日
ま
で

の
お
楽
し
み
）
。

【
開
催
日
】
２
月
４
日
㈰

【
会
場
】
Ｊ
Ａ
共
済
ビ
ル
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）

【
受
講
料
】
千
円
＋
税

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
「
結
婚
し
な

い
、
Ｓ
Ｅ
Ｘ
し
な
い
若
者
た
ち
」

北
村
邦
夫
（
日
本
家
族
計
画
協
会

理
事
長
／
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
所
長
）

講
義
①
「
性
の
悩
み
解
決
法
〜
女

性
編
〜
」
宋
美
玄
（
丸
の
内
の
森

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

講
義
②
「
性
の
悩
み
解
決
法
〜
男

性
編
〜
」
今
井
伸
（
聖
隷
浜
松
病

院
泌
尿
器
科
主
任
医
長
）

ま
と
め
・
質
疑
応
答
「
多
様
化
す

る
性
の
悩
み
！
現
場
で
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
」
北
村
・
宋
・
今
井

【
対
象
者
】
医
師
、
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
養
護
教
諭
、
看

護
教
員
、
薬
剤
師
お
よ
び
薬
局
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
経
営
者
・
販

売
員
な
ど

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
で
は
、
腹
囲
が

基
準
値
未
満
で
、血
圧
高
値
・

脂
質
異
常
症
・
耐
糖
能
異
常

の
危
険
因
子
を
一
つ
も
持
た

な
い
人
の
心
血
管
疾
患
（
脳

卒
中
と
心
筋
梗
塞
）
の
発
症

率
を
１
と
す
る
と
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備

群
（
腹
囲
が
基
準
値
以
上
で

危
険
因
子
を
１
個
持
つ
人
）

の
発
症
率
は
約
２
倍
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
群

の
発
症
率
は
約
３
倍
で
し

た
。

　
し
か
し
腹
囲
が
基
準
値
未

満
で
も
、
危
険
因
子
が
１
個

だ
と
発
症
率
は
約
２
倍
、
危

険
因
子
が
２
個
の
場
合
の
発

症
率
は
、
約
３
倍
。
つ
ま

り
、
腹
囲
が
基
準
値
以
上
で

も
未
満
で
も
、
危
険
因
子
の

個
数
が
増
え
る
と
、
同
じ
く

ポ
イ
ン
ト
は
塩
分
・

飲
酒
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
非
肥
満
者
の
保
健
指
導
と

い
う
と
何
と
な
く
難
し
そ
う

な
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
基

本
は
肥
満
者
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
食
生
活
、
身
体
活
動
、

喫
煙
、
飲
酒
と
い
っ
た
生
活

習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ

の
改
善
を
促
す
こ
と
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
腹
囲
が
基
準

値
を
超
え
て
い
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
減
量
が
不
要
な
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
男
性

で
少
し
太
め
の
人
、
ま
た
女

性
で
は
そ
も
そ
も
腹
囲
の
基

準
値
が
90
㌢
㍍
以
上
と
甘
い

の
で
、
こ
れ
以
下
で
も
多
く

の
人
が
減
量
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
現
在
の
肥
満
度
だ
け

で
は
な
く
、
過
去
か
ら
ど
れ

だ
け
体
重
が
増
え
た
か
も
重

要
で
す
。
例
え
ば
20
歳
か
ら

10
㌕
以
上
体
重
が
増
え
た
人

は
、
現
在
腹
囲
が
基
準
値
を

超
え
て
い
な
く
て
も
、
数
年

以
内
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
基
準
を
超
え
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
非
肥
満
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
な
り
に
「
プ
チ

肥
満
」
の
よ
う
な
人
が
含
ま

れ
る
の
で
、
そ
の
保
健
指
導

は
ほ
ぼ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
準
じ
て
実
施
で

き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
く
肥
満
の

兆
候
が
な
い
人
で
も
、
危
険

因
子
が
あ
る
人
に
対
す
る
保

健
指
導
は
有
効
で
す
。
こ
こ

で
は
特
に
、
肥
満
で
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
見
逃
さ
れ
や
す

い
危
険
因
子
を
三
つ
指
摘
し

て
お
き
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
塩
分
で
す
。

高
血
圧
は
、
ほ
ぼ
こ
の
よ
う

な
タ
イ
プ
で
し
た
。

　
二
つ
目
は
飲
酒
で
す
。
多

量
飲
酒
者
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
痩
せ
て
い
る
人
が
多

く
、
こ
れ
も
痩
せ
の
高
血
圧

や
中
性
脂
肪
高
値
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
最
後
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
で
す
。
確
か
に
肥

満
が
あ
る
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
も
増
え
ま
す
が
、

そ
の
関
連
は
緩
や
か
で
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

値
に
は
、
食
事
中
の
脂
肪
の

質
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

動
物
性
食
品
に
多
い
飽
和
脂

肪
酸
を
控
え
て
、
魚
や
植
物

に
多
い
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸

は
む
し
ろ
多
め
に
食
べ
た
方

が
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
は
低
下
し
ま
す
。
し
か

し
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
い
う
面

か
ら
言
え
ば
、
ど
ち
ら
の
脂

肪
で
も
同
じ
な
の
で
、
脂
肪

の
摂
取
量
は
少
な
く
て
痩
せ

て
い
る
け
れ
ど
、
摂
取
内
容

が
飽
和
脂
肪
酸
に
偏
っ
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
昇
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
左
表
は
先
日
、
厚
生
労
働

省
か
ら
公
開
さ
れ
た
、
平
成

30
年
度
版
の
標
準
的
な
健

診
・
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）
に
示
さ
れ
て
い
る
、

危
険
因
子
と
生
活
習
慣
改
善

の
方
法
と
の
関
連
で
す
。

　
心
血
管
疾
患
の
予
防
の
た

め
に
は
、
ま
ず
高
血
圧
や
脂

質
異
常
症
な
ど
の
危
険
因
子

の
管
理
が
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
に
は
、
表
に
示
さ
れ
た
生

活
習
慣
の
改
善
が
有
効
で

す
。
そ
し
て
、
減
量
は
生
活

習
慣
改
善
の
有
力
な
方
法
で

は
あ
る
の
で
す
が
、
万
能
の

予
防
法
で
は
な
い
こ
と
を
知

っ
て
お
く
べ
き
で
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
肥
満
者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
非
肥
満
者

の
リ
ス
ク
が
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
非
肥
満
者
の
リ
ス
ク
と
保
健
指
導
に
つ
い
て
、
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
室
教
授
の
岡
村
智
教
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ

い
た
。 

（
編
集
部
）

い
と
い
う
人

は
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
し

か
し
、
み
そ

汁
や
漬
物
の

と
り
過
ぎ
、

し
ょ
う
ゆ
の

か
け
過
ぎ
な

ど
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
加

を
ほ
と
ん
ど

伴
わ
な
い
塩

分
摂
取
量
の

増
加
も
あ

り
、
こ
れ
ら

が
痩
せ
の
高

血
圧
の
原
因

に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。
半
世
紀

前
の
脳
出
血

多
発
時
代
の

ら
い
心
血
管
疾
患
に
な
り
や

す
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
患
者
数
で
見
る
と

男
性
の
半
分
、
女
性
の
６
割

以
上
は
基
準
値
以
下
の
腹
囲

か
ら
発
症
し
て
い
ま
し
た
。

従
っ
て
、
腹
囲
は
基
準
値
以

下
で
あ
っ
て
も
、
危
険
因
子

を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
と

し
て
何
ら
か
の
策
を
と
ら
な

い
と
、
こ
の
人
た
ち
の
予
防

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

食
事
の
量
が
多
く
て
肥
満
し

て
お
り
、
塩
分
摂
取
量
も
多

表　 平成30年度版標準的な健診・保健指導プログラム（案）
で示された危険因子と生活習慣改善の方法との関連

※１　要医療レベルの腎機能異常がある場合には医療機関への受診勧奨を行う
※２　やせの場合を除く
⑴過去の経過で体重増加が明らかな場合　⑵よく噛み食事を楽しむ、食べる順番、
朝食をとる、やけ食い・無茶食いをしない、食事の時間・間食回数　⑶ショ糖等の
単純糖質　⑷飽和脂肪酸の摂取を減らす、コレステロールの摂取を減らす、多価不
飽和脂肪酸の摂取を増やす

危険因子と生活週間改善の方法（優先度が高い順に◎→○→△）
減
塩

カ
リ
ウ
ム
摂
取 

※１

食
物
繊
維
摂
取

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
減

糖
質
減

脂
質
の
調
整

過
量
飲
酒
の
改
善

禁
煙

身
体
活
動

食
行
動
の
改
善

適
正
体
重
の

維
持（
減
量
） ※２

血圧 ◎ ◎ ○ ○ △ ⑴ △ ⑴ ◎ ◎ ○

血糖 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ⑵ ○

HDL-C △ △ ◎ ◎ ○

中性脂肪 ○ ◎ ◎ ⑶ ◎ ○ ◎ ○

LDL-C ○ ◎ ⑷ ○ △ △

喫煙 ◎

本会主催セミナー
のお問い合わせは

03（3269）4785
T E L

F A X

03（3267）2658

本会ＨＰから
WEB申し込み
できます。

スマートフォン
からは
こちら!!

JFPA セミナー 検索

かんたん!
詳しい情報も

岡
村  

智
教

第
14
回

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編

生
き
る
た
め
の
心
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー

第
６
回

〜
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

肥
満
だ
け
が
万
病
の
元
で
は
な
い

特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
い
非
肥
満
者
を
ど
う
考
え
る
か

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
衛
生
学

公
衆
衛
生
学
教
室
　
教
授



　
本
会
が
主
催
す
る
「
平
成
29
年
度
家
族
計
画
研
究
集
会
」
が
10
月
27
日
、
宮
崎
市

の
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
居
場

所
の
な
い
女
の
子
た
ち
〜
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
〜
」
と
し
、
橘
ジ
ュ

ン
氏
と
富
井
真
紀
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
。
各
地
か
ら
医
師
や
保
健
師
、
学
生
な
ど
２

２
０
人
が
参
加
し
た
。

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動

　
「
10
〜
20
代
の
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
女
の
子
の
た
め

の
支
援
」
を
行
っ
て
い
る
。

私
た
ち
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
役
割
は
、
「
聴
く
、

伝
え
る
、
つ
な
げ
る
」
だ
。

　
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
る

と
思
う
が
、
私
た
ち
は
自
分

た
ち
で
動
く
相
談
窓
口
だ
と

思
っ
て
い
る
。
深
刻
な
問
題

を
抱
え
て
い
て
も
相
談
で
き

な
い
子
た
ち
が
い
る
。
だ
か

ら
、
私
た
ち
が
実
際
に
街
に

出
向
い
て
、
時
間
を
か
け
て

女
の
子
た
ち
と
信
頼
関
係
を

築
い
て
、
そ
れ
で
「
こ
こ
に

相
談
に
行
こ
う
」
と
、
次
に

つ
な
げ
る
。
ま
た
現
在
は
、

拠
点
が
３
か
所
に
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
荒
川

区
の
相
談
室
は
、
障
害
福
祉

課
か
ら
の
委
託
事
業
で
保
健

師
さ
ん
と
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
問
題
を
抱
え
て
い
て
も

公
的
な
相
談
窓
口
に
行
け
な

い
子
、
声
を
上
げ
ら
れ
な
い

で
い
る
女
の
子
た
ち
の
た
め

の
相
談
場
所
だ
。

　
さ
ら
に
、
「
若
草
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
い
う
、
少
女
・

若
い
女
性
に
寄
り
添
う
支
援

活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
呼

び
掛
け
人
は
瀬
戸
内
寂
聴
さ

ん
や
村
木
厚
子
さ
ん
、
弁
護

士
の
大
谷
恭
子
さ
ん
ら
だ
。

現
在
は
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
い
ろ
い
ろ
と
で
き

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
本
当
に

い
い
こ
と
。
若
草
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
の
私
た
ち
の
役
割

は
、
実
際
に
女
の
子
た
ち
の

声
を
聴
く
こ
と
だ
。

な
ぜ
学
校
に

相
談
で
き
な
い
の
か

　
ま
ず
は
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
相
談
件
数
を
見

て
み
た
い
（
表
１
）
。
「
メ

ー
ル
」
で
の
相
談
は
、
月
に

千
件
く
ら
い
来
て
お
り
、
年

間
だ
と
１
万
２
千
件
強
。

　
「
同
行
支
援
」
が
と
て
も

少
な
い
。
そ
の
子
に
と
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
場
所
、
必
要
な

と
こ
ろ
に
行
か
せ
た
い
し
、

私
た
ち
も
背
中
を
押
す
の
だ

が
、
な
か
な
か
女
の
子
た
ち

は
、
分
か
っ
た
、
行
く
よ
、

や
っ
て
み
る
、
相
談
し
て
み

る
、
と
い
う
よ
う
に
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
大
き
な
課
題
と

思
っ
て
い
る
。

　
「
保
護
」
に
関
し
て
は
、

う
ち
は
自
主
的
に
保
護
し
て

い
る
の
で
、
困
っ
た
と
き
に

帰
せ
な
い
。
家
で
大
変
な
思

い
を
し
て
い
て
帰
る
場
所
が

な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
し

ま
っ
た
ら
、
じ
ゃ
あ
ま
た
ね

な
ん
て
帰
せ
な
い
。
だ
か

ら
、
保
護
で
き
る
ベ
ッ
ド
を

五
つ
用
意
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
だ
け
の
件
数
に
な
っ
た
。

　
な
ぜ
学
校
や
公
的
な
相
談

窓
口
に
相
談
で
き
な
い
の

か
。

　
女
の
子
た
ち
は
情
報
を
知

ら
な
い
。
自
分
に
危
害
を
加

え
た
り
、
利
用
し
た
り
す
る

大
人
し
か
知
ら
な
い
。
ま

た
、
人
間
不
信
、
大
人
不
信

が
あ
り
、
相
談
し
て
も
否
定

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
理

解
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
自
分
だ
け
が
そ
う
だ
と
思

い
、
と
て
も
他
人
に
は
言
え

な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

あ
る
女
の
子
は
小
さ
い
と
き

か
ら
、
お
父
さ
ん
に
「
お
前

の
こ
と
が
大
好
き
だ
か
ら
こ

う
い
う
こ
と
を
す
る
ん
だ
」

と
言
わ
れ
、
性
被
害
を
受
け

て
い
た
。
そ
の
子
は
、
父
と

娘
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
関

係
を
ど
こ
で
も
や
っ
て
い
る

ん
だ
と
思
っ
て
い
た
。
だ

が
、
中
学
校
に
上
が
っ
て
友

達
と
話
し
て
み
た
ら
、
そ
う

で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

彼
女
は
も
の
す
ご
い
自
傷
行

為
を
し
た
。

　
だ
け
ど
保
健
室
の
先
生

は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
ね
、
死
な

な
い
程
度
に
ね
と
言
っ
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
お
父
さ

ん
は
社
会
的
地
位
が
あ
る
職

業
に
就
い
て
い
た
か
ら
。
お

父
さ
ん
の
こ
と
を
な
か
な
か

理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
そ
の
子
は
お
父
さ
ん
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
言
い
づ

ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ

か
ら
、
感
情
を
自
分
に
向
け

る
し
か
な
く
て
、
自
傷
行
為

を
続
け
た
の
だ
。
結
局
そ
の

子
は
、
教
室
の
窓
か
ら
飛
び

降
り
た
。
飛
び
降
り
て
、
よ

う
や
く
福
祉
に
つ
な
が
っ

た
。
こ
う
い
う
子
も
い
る
。

　
ま
た
、
自
己
肯
定
感
の
低

さ
も
相
談
を
妨
げ
る
要
因

だ
。
虐
待
を
受
け
て
い
て
も

自
分
が
悪
い
、
も
っ
と
つ
ら

い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
私
な
ん

か
相
談
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
子
に

共
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ

ん
な
親
で
も
悪
者
に
し
た
く

な
い
。だ
か
ら
、親
か
ら
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
嫌
だ
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
ど
こ
か
に
相
談

す
る
、
ま
し
て
や
警
察
に
相

談
に
行
く
な
ん
て
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
自
分
は
そ
う
や
っ
て
悲
し

い
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

て
、
だ
け
ど
お
父
さ
ん
の
こ

と
を
警
察
に
言
っ
た
ら
、
他

の
家
族
が
悲
し
む
だ
ろ
う
っ

て
思
っ
た
ら
、
我
慢
す
る
。

私
だ
け
が
こ
う
い
う
思
い
を

し
て
い
れ
ば
い
い
ん
だ
っ

て
、
そ
う
や
っ
て
思
っ
て
し

ま
う
子
も
い
る
。

　
役
所
や
相
談
先
に
親
族
や

知
り
合
い
が
い
る
か
ら
、
家

族
の
こ
と
な
ん
て
相
談
で
き

な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
は
特
に
地
方
に
多
い
。

新
た
な
取
り
組
み

「
ボ
ン
ド
の
イ
エ
」

　
一
時
的
に
保
護
し
て
も
ど

う
し
よ
う
も
で
き
な
い
事
例

も
多
く
、
７
月
か
ら
「
ボ
ン

ド
の
イ
エ
」
と
い
う
、
女
の

子
た
ち
が
自
立
で
き
る
た
め

の
場
所
と
し
て
、
家
を
つ
く

っ
た
。
こ
れ
は
、
法
的
支
援

に
つ
な
が
る
方
法
を
一
緒
に

考
え
つ
つ
も
、
大
人
に
頼
っ

た
り
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
ず
に
、
制
度
か
ら
こ

ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
、
そ
う

い
う
女
の
子
た
ち
の
た
め
の

場
所
だ
。

　
も
と
も
と
は
婦
人
保
護
施

設
の
一
軒
家
だ
っ
た
。
私
は

何
か
あ
る
た
び
に
、
婦
人
保

護
施
設
の
施
設
長
さ
ん
に
相

談
し
て
い
た
。
「
こ
う
い
う

女
の
子
と
出
会
っ
た
け
ど
、

そ
ち
ら
の
施
設
の
お
部
屋
空

い
て
い
ま
す
か
」
と
。
「
ジ

ュ
ン
さ
ん
、
部
屋
は
空
い
て

い
る
ん
だ
け
れ
ど
貸
せ
な
い

の
よ
」
と
言
わ
れ
た
。

　
は
じ
め
は
そ
の
意
味
が
分

か
ら
な
か
っ
た
。
部
屋
が
空

い
て
い
る
な
ら
貸
せ
る
は
ず

と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ

の
施
設
は
措
置
と
か
そ
う
い

う
こ
と
を
す
る
場
所
で
、

「
制
度
を
通
さ
な
い
と
う
ち

に
は
た
ど
り
着
け
な
い
の

よ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
で
は
女
の
子
た
ち
は
、
ど

う
や
っ
た
ら
そ
こ
に
入
れ
る

か
と
い
う
と
、
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
を
経
由
し
な
い
と
い

け
な
い
。
し
か
も
、
そ
こ
に

入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ま
た

別
の
話
な
の
だ
。

　
「
分
か
り
ま
し
た
。
じ
ゃ

あ
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
ぎ
ま
す
」
と
言
っ
て
一
生

懸
命
つ
な
ご
う
と
す
る
の
だ

が
、女
の
子
た
ち
は
嫌
が
る
。

「
そ
こ
ま
で
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
」
と
か
、
「
共
同
生
活
無

理
で
す
」
と
か
。
あ
と
、
や

は
り
10
〜
20
代
の
女
の
子
だ

と
、
携
帯
電
話
が
使
え
な
い

と
い
う
の
が
本
当
に
嫌
な
よ

う
だ
。
「
無
理
で
す
。
我
慢

で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
断

わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
困

っ
て
い
る
。
帰
せ
な
い
。
帰

れ
な
い
。
と
な
っ
て
、
「
じ

ゃ
あ
ジ
ュ
ン
さ
ん
た
ち
、
こ

の
一
軒
家
を
そ
う
い
う
女
の

子
の
た
め
に
使
っ
て
」
と
言

っ
て
貸
し
て
く
れ
た
の
が
、

い
ず
み
寮
と
い
う
婦
人
保
護

施
設
の
方
で
し
た
。

　
大
変
で
す
よ
、
自
立
す
る

な
ん
て
。
何
も
基
礎
が
な

い
、
家
に
帰
っ
て
も
何
も
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
子
た
ち

か
ら
す
る
と
。
う
ち
を
拠
点

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
で
き

Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス

規
制
方
法
へ
の
危
惧

　
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

触
れ
た
い
。
お
店
で
は
、
女

の
子
た
ち
は
控
室
で
好
き
勝

手
に
し
て
い
い
よ
と
言
わ
れ

て
い
て
、
お
菓
子
を
食
べ
た

り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
し
た
り
、
メ

ー
ク
し
た
り
し
な
が
ら
過
ご

し
て
い
る
の
を
、
マ
ジ
ッ
ク

ミ
ラ
ー
の
向
こ
う
側
か
ら
男

　
自
己
肯
定
感
が
弱
い
子
が

こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
た

ら
、
断
り
た
く
て
も
断
れ
る

わ
け
が
な
い
。
東
京
都
は
Ｊ

Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
の
規
制
を
強
化

し
て
い
る
が
、
女
の
子
た
ち

側
に
こ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
駄

目
、
や
め
よ
う
ね
と
訴
え
て

い
る
。
そ
れ
も
大
事
だ
。
し

か
し
、
訳
が
あ
っ
て
や
っ
て

い
る
よ
う
な
子
た
ち
か
ら
す

れ
ば
、
こ
れ
は
「
や
っ
て
い

る
自
分
が
悪
い
ん
だ
」
と
思

っ
て
、
相
談
し
づ
ら
く
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
個
人
的

に
出
会
い
系
だ
と
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
て
お
客
さ
ん
を
探
す

よ
う
に
な
り
、
地
下
に
潜
っ

て
い
く
。
そ
う
な
る
と
、
ど

ん
ど
ん
被
害
が
見
え
づ
ら
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
は

本
当
に
危
惧
し
て
い
る
。

た
ち
が
見
て
い
る
。
そ
れ
で

気
に
入
っ
た
女
の
子
が
い
る

と
、
指
名
を
し
て
、
し
て
ほ

し
い
ポ
ー
ズ
を
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
。
そ
れ
を
他
の
女
の
子

は
見
て
い
る
の
だ
。
そ
う
い

う
中
で
、
お
店
側
は
女
の
子

に
「
フ
ァ
ン
を
つ
く
ろ
う
」

「
ま
た
指
名
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
」
と
繰
り

返
す
。
何
回
も
お
客
さ
ん
が

来
て
く
れ
た
ら
、
２
人
き
り

で
会
え
る
な
ど
の
裏
オ
プ
シ

ョ
ン
も
あ
る
。

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
基
本
的
な
こ
と
を
教
わ
っ

て
い
な
い
子
た
ち
も
多
い
の

で
、
女
の
子
た
ち
に
は
料

理
、
洗
濯
、
掃
除
、
お
風
呂

の
入
り
方
、
食
べ
方
な
ど
を

教
え
て
い
る
。
毎
日
面
談
も

し
て
お
り
、
ご
飯
を
食
べ
な

が
ら
、
一
人
一
人
と
時
間
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
よ
う
に

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
大
人

も
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
、
何
か
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
専
門
家
に
つ
な
ぐ
。

そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
も
、

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
自
立
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
本

当
に
大
変
だ
。
仕
事
を
探
す

体
力
も
な
い
、
気
力
も
な

い
、
自
己
肯
定
感
も
低
い
と

な
る
と
、
本
当
に
社
会
に
出

る
大
変
さ
を
感
じ
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
が
い
つ
も
い
つ
も

出
て
く
る
。
だ
か
ら
、
「
今

よ
り
は
大
変
に
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
思
い
で
女
の
子

た
ち
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
経
験
と
か
つ

な
が
り
を
自
分
の
も
の
と
し

て
、
自
分
の
足
で
立
つ
力
を

応
援
し
た
い
。
だ
け
ど
私
た

ち
の
活
動
は
本
当
に
限
ら
れ

た
範
囲
な
の
で
、
た
く
さ
ん

の
子
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
状
況
だ
。

　
法
や
制
度
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
て
い
る
女
の
子
た
ち
は
、

本
当
に
た
く
さ
ん
い
る
。
こ

の
子
た
ち
が
犯
罪
被
害
に
遭

う
前
に
、
安
心
で
き
る
居
場

所
、
そ
の
確
保
が
一
番
大
事

だ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
る
。

虐待、家出、貧困などの困難を抱え
る女の子たちに寄り添う活動を行
う。その日、行き場のない、今困っ
ている女の子のために街のパトロー
ルや、自主的に保護も行っている。

表１　 BONDプロジェクトに届く声【相談件数】
2016年 1月～12月

※ 11月着信数は電話機の不具合によりカウントできるもののみを計上。
（本部、あらかわ共に）

24時間受付メ ー ル

電話相談：週1回・6時間　面談：随時対応bond本部

病院（産婦人科）、警察、児童相談所、婦人相談、各種手続きなど同行支援

病院（精神科）、福祉事務所、児童相談所（委託保護）、弁護士など他機関連携

電話相談：週3回・各3時間　面談：週3回・最大3名／日bond＠あらかわ

橘ジュン氏

bond本部 あらかわ
同行
支援 保護 他機関

連携メール 電話
(通話)

電話
(着信) 面談

電話
(通話)

電話
(着信) 面談

１月 1163 59 1223 123 107 1878 18 3 121 49
２月 1009 59 1435 89 96 1393 18 2 88 59
３月 773 72 1248 116 98 1029 10 2 113 62
４月 728 40 725 123 83 972 6 1 123 31
５月 931 50 1265 124 102 1195 18 1 124 31
６月 990 66 2059 124 108 1796 23 2 120 30
７月 898 62 1705 118 107 1887 20 4 114 35
８月 1277 67 2175 85 115 1914 28 3 76 32
９月 1416 49 743 77 98 1531 20 4 71 33
10月 1171 63 1477 70 105 1553 17 5 65 34
11月 1102 83 982 55 115 909 23 3 49 10
12月 937 62 594 44 113 537 19 6 41 1
合計 12395 732 15631 1148 1247 16594 220 36 1105 407

ためにできること 家
族
計
画
研
究
集
会
in
宮
崎

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）併
設
集
会

居
場
所
の
な
い
女
の
子
た
ち橘

ジ
ュ
ン

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
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貧
困
の
連
鎖
を
断
つ

　
私
は
宮
崎
県
内
で
、
主
に

は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
親
子
食
堂

と
、
宮
崎
こ
ど
も
商
店
と
い

う
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　
親
子
食
堂
で
は
、
一
人
親

世
帯
や
生
活
困
窮
者
世
帯
の

親
子
を
対
象
に
、
宮
崎
市
内

数
か
所
で
、
月
に
１
回
無
料

で
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
ど
も
商
店
で
は
、
食
料
物

資
の
提
供
を
主
と
し
て
、
学

習
支
援
や
居
場
所
支
援
も
行

う
。
大
変
多
く
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
直
接
相
談
が
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
私
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
生

活
困
窮
者
世
帯
の
支
援
活
動

を
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

と
、
私
自
身
が
そ
う
い
う
家

で
育
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
両

親
は
私
が
生
後
数
か
月
の
こ

ろ
に
離
婚
し
、
私
と
５
歳
上

の
姉
は
、
父
に
引
き
取
ら
れ

た
。
育
て
て
く
れ
た
の
は
、

父
方
の
祖
母
だ
っ
た
。

　
私
の
父
親
は
非
常
に
問
題

が
あ
る
人
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
が
あ
っ
た
。
も
の
す
ご
い

額
の
借
金
も
あ
っ
た
よ
う

で
、
毎
日
の
よ
う
に
、
す
ご

い
数
の
取
り
立
て
屋
が
来
て

い
た
。
私
と
姉
は
押
し
入
れ

に
電
気
ス
タ
ン
ド
を
持
ち
込

ん
で
、
そ
こ
で
勉
強
す
る
よ

う
な
環
境
で
育
っ
た
。
電
気

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
頻

繁
に
止
ま
っ
て
い
た
。

　
中
学
時
代
か
ら
素
直
に
非

行
に
走
っ
て
し
ま
っ
て

や
愛
知
ま
で
家
出
を
し
た
り

も
し
た
。
19
歳
の
と
き
長
女

が
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
と
き

の
出
産
費
用
も
父
に
盗
ま
れ

た
。

　
長
女
を
出
産
し
た
後
、
離

婚
し
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で

し
ば
ら
く
子
ど
も
を
育
て
て

い
た
。
実
は
そ
の
と
き
も
風

俗
業
を
抜
け
出
せ
ず
、
さ
ま

よ
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、

同
じ
く
風
俗
業
を
し
て
い
た

今
の
夫
と
出
会
っ
た
。
夫
も

中
卒
で
、
親
に
売
ら
れ
て
マ

グ
ロ
漁
船
に
乗
せ
ら
れ
る
と

い
っ
た
よ
う
な
経
歴
を
持
っ

て
い
る
。

　
そ
ん
な
貧
困
の
連
鎖
を
ま

さ
に
受
け
継
い
で
い
る
私
は

今
、
団
体
を
運
営
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
よ
く
「
関
わ
る
大
人
が
違

う
と
、
ど
こ
か
で
人
間
変
わ

れ
る
よ
」
と
言
わ
れ
る
。
私

の
場
合
は
関
わ
っ
た
大
人
と

い
う
よ
り
、
自
分
が
子
ど
も

を
産
ん
で
親
に
な
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
私
が
ち
ょ
っ
と
で

も
悲
し
そ
う
に
す
る
と
、
子

ど
も
も
悲
し
い
顔
を
す
る
。

そ
の
顔
を
見
た
と
き
に
、
こ

れ
じ
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
、

変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
す
ぐ
に
で
も
保
護
し
に
行

き
た
か
っ
た
が
、
県
西
の
か

な
り
遠
方
で
そ
の
と
き
は
行

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
「
宮
崎
市
内
に
出

て
来
ら
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、

す
ぐ
住
め
る
家
が
あ
る
よ
。

電
車
代
な
い
よ
ね
。
誰
か
迎

え
に
行
か
せ
よ
う
か
」
と
伝

え
た
。
私
た
ち
の
方
で
も
家

電
や
布
団
な
ど
を
そ
ろ
え
た

プ
チ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
よ
う
な

部
屋
を
用
意
し
て
い
る
の

だ
。
そ
こ
で
は
「
大
丈
夫
。

何
と
か
頑
張
っ
て
み
ま
す
」

と
電
話
を
終
え
た
が
、
そ
の

後
メ
ー
ル
で
「
や
っ
ぱ
り
ど

こ
か
つ
な
ぎ
先
な
い
で
す

か
。
き
つ
い
で
す
」
と
来

た
。
そ
の
と
き
は
ま
ず
、
す

ぐ
に
友
達
の
家
に
食
料
を
送

っ
た
。

　
私
た
ち
の
よ
う
な
支
援
活

動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
、

宮
崎
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地

域
に
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
。

宮
崎
市
か
ら
か
な
り
離
れ
た

私
の
と
こ
ろ
に
連
絡
せ
ず

に
、
自
分
の
地
域
の
近
い
と

こ
ろ
に
電
話
を
し
て
く
れ
れ

ば
、
す
ぐ
に
直
接
行
っ
て
、

直
接
支
援
を
し
て
、
次
に
ど

の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
け
ば

い
い
か
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
つ

か
み
や
す
い
は
ず
だ
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
都
会
だ

け
の
話
で
は
な
い
。
私
た
ち

が
今
住
ん
で
い
る
こ
の
宮
崎

県
内
の
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
起
き
て
お
り
、
恐

ら
く
貧
困
を
抱
え
た
子
ど
も

が
い
な
い
場
所
な
ど
な
い
。

た
だ
、
大
人
と
し
て
見
た
こ

と
を
見
な
か
っ
た
こ
と
に
し

よ
う
と
い
う
方
た
ち
が
現
在

は
多
い
の
か
な
と
、
支
援
活

動
を
し
て
い
る
中
で
実
感
し

て
い
る
。

女
の
子
た
ち
の

悩
み
の
種

　
女
の
子
た
ち
の
悩
み
の
種

を
ま
と
め
た
（
図
１
）
。
こ

れ
は
私
が
利
用
者
さ
ん
や
女

の
子
た
ち
か
ら
直
接
聞
い
た

こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

　
ま
ず
、
信
用
で
き
る
大
人

が
い
な
い
。
ま
た
、
家
に
帰

ら
ず
夜
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る

子
が
い
て
も
、
「
あ
の
子
は

た
だ
ぐ
れ
て
い
る
だ
け
だ
ろ

う
」
と
皆
さ
ん
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
。
「
遊
び
た
い
だ
け
」

な
ど
と
い
う
子
は
、
そ
ん
な

に
い
な
い
と
思
う
。
深
刻
な

理
由
が
あ
っ
て
帰
れ
な
い
。

そ
れ
こ
そ
性
的
虐
待
を
親
か

ら
受
け
た
と
か
、
そ
う
い
う

子
た
ち
か
ら
は
、
「
生
き
て

い
る
価
値
が
全
然
分
か
ら
な

い
。
私
は
何
の
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

　
外
で
暮
ら
し
て
い
る
子

は
、
体
調
を
崩
し
て
い
る
場

合
が
多
い
。
な
ぜ
病
院
に
行

か
な
い
か
聞
く
と
、
「
保
険

証
が
な
い
」
と
言
う
。
保
険

証
は
家
に
あ
る
。
で
も
帰
れ

な
い
か
ら
病
院
に
行
か
な

い
。
病
院
に
行
き
た
く
な
い

の
で
は
な
く
、
家
に
保
険
証

を
取
り
に
帰
り
た
く
な
い
か

ら
病
院
に
行
か
な
い
。
こ
う

い
う
子
が
非
常
に
多
く
見
ら

れ
る
。

　
あ
と
は
、
受
け
ら
れ
る
公

的
支
援
の
名
前
も
知
ら
な

い
。
説
明
し
て
も
「
そ
の
お

金
も
ら
っ
た
ら
返
さ
な
き
ゃ

い
け
な
い
の
」
と
か
「
そ
の

支
援
を
受
け
て
、
そ
の
先
は

子
ど
も
を
救
う
こ
と

を
一
番
に

　
支
援
活
動
を
始
め
て
そ
れ

な
り
に
た
っ
た
が
、
ま
だ
ま

だ
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。
他
の
団

体
と
も
協
力
し
て
や
っ
て
い

る
部
分
が
す
ご
く
大
き
い

が
、
協
力
を
求
め
た
と
き
に

「
貧
困
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
」
と
か
「
う
ち
は
子
育
て

支
援
で
す
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
と
て
も
多
く
、
悲

し
く
思
っ
て
い
る
。

都
会
だ
け
の
話

で
は
な
い

　
こ
ど
も
商
店
で
は
食
料
の

ほ
か
、
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
、

お
尻
拭
き
な
ど
も
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
相
談
窓
口
の

よ
う
な
形
で
支
援
活
動
も
し

て
い
る
が
、
多
く
は
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
だ
。
「
Ｄ
Ｖ

に
遭
っ
て
逃
げ
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
に
だ
け
で
も
ミ

ル
ク
と
か
お
む
つ
を
分
け
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

よ
う
な
相
談
が
ほ
と
ん
ど
。

　
し
か
し
最
近
は
、
16
歳
と

か
17
歳
と
か
の
女
の
子
た
ち

か
ら
の
相
談
も
入
っ
て
き
て

い
る
。
あ
る
と
き
女
の
子
か

ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
ど
う
し
た
の
」
っ
て
聞
く

と
、
や
っ
ぱ
り
第
一
声
は

「
お
な
か
が
す
い
た
」
だ
。

ず
っ
と
食
べ
て
い
な
い
。

「
そ
う
な
ん
だ
。
今
ど
こ
に

い
る
の
？
」
と
聞
く
と
、

「
ず
っ
と
駅
に
住
ん
で
い
ま

す
」
と
言
う
。
こ
の
子
は
児

童
相
談
所
の
介
入
は
あ
っ
た

子
な
の
だ
が
、
児
童
相
談
所

に
行
く
の
が
嫌
だ
と
い
う
の

だ
。

　
私
み
た
い
な
子
で
、
家
に

帰
る
と
親
に
「
家
に
住
む
ん

だ
っ
た
ら
家
賃
を
払
え
」
と

言
わ
れ
る
。
こ
の
子
は
高
校

生
だ
っ
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
バ

イ
ト
も
し
て
頑
張
っ
て
い

た
。
頑
張
っ
て
は
い
た
け
れ

ど
、
バ
イ
ト
代
を
全
部
家
賃

と
し
て
入
れ
ろ
と
。
祖
父
母

の
家
な
の
で
親
は
家
賃
を
払

っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、

バ
イ
ト
代
６
〜
７
万
円
全
部

入
れ
ろ
と
言
わ
れ
る
。
親
は

暴
力
も
振
る
う
か
ら
、
お
金

を
払
わ
な
か
っ
た
ら
暴
力
を

振
る
わ
れ
て
、
行
き
先
は
結

局
児
童
相
談
所
だ
と
。
そ
ん

な
の
だ
っ
た
ら
私
は
駅
で
、

一
人
で
い
た
方
が
い
い
ん
だ

と
言
っ
て
い
た
。

　
「
何
で
私
の
と
こ
ろ
の
電

話
番
号
分
か
っ
た
の
」
と
聞

い
た
ら
、
実
際
は
友
達
の
家

を
転
々
と
し
て
い
て
、
そ
こ

の
お
母
さ
ん
が
調
べ
て
く
れ

た
よ
う
だ
っ
た
。

ど
う
な
る
の
」
と
い
う
不
安

を
す
ご
く
抱
い
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
状
況
で
、
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
さ
ま
よ
っ
た
り
、
友
達

の
家
を
転
々
と
し
た
り
し
て

い
る
の
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
い
る
と
、
望
ま
な
い
妊
娠

や
自
殺
行
為
な
ど
に
結
び
付

い
て
い
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
対
し

て
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
の

活
動
は
、
も
と
も
と
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
に
始
め
た
。

「
保
護
者
の
保
護
」
と
い
う

の
が
基
本
に
あ
る
。
子
ど
も

の
貧
困
は
、
保
護
者
の
貧
困

か
ら
来
る
。
だ
か
ら
保
護
者

を
ケ
ア
し
な
い
と
、
な
か
な

か
貧
困
問
題
は
減
ら
せ
な

い
。
虐
待
問
題
も
、
保
護
者

の
心
の
ケ
ア
を
し
な
い
と
、

減
ら
せ
な
い
と
思
っ
て
い

た
。
正
直
、
子
ど
も
か
ら
直

接
こ
こ
ま
で
深
刻
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ

が
出
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
。

　
若
い
子
た
ち
は
自
分
の
環

境
を
話
し
た
と
き
に
、
「
え

っ
、
そ
う
な
の
！
　
そ
れ

で
、
そ
れ
で
？
」
み
た
い
に

言
わ
れ
る
と
、
も
の
す
ご
く

傷
つ
く
。
「
つ
ら
か
っ
た

ね
」
と
言
う
け
れ
ど
、
そ
の

「
つ
ら
か
っ
た
ね
」
が
び
っ

く
り
し
た
テ
ン
シ
ョ
ン
で
言

わ
れ
る
と
、
「
や
っ
ぱ
り
こ

れ
は
人
に
言
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
こ
と
な
ん
だ
」
っ
て
思
っ

て
し
ま
う
。
私
も
そ
う
だ
っ

た
。
「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た

ん
だ
ね
、
つ
ら
い
よ
ね
」
っ

て
い
う
ふ
う
に
、
少
し
ト
ー

ン
を
落
と
し
て
話
を
聞
い
て

あ
げ
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん

と
、
こ
の
人
は
分
か
っ
て
く

れ
て
い
る
の
か
な
と
、
ど
ん

ど
ん
話
を
す
る
子
も
多
く
な

る
か
な
と
思
う
。

　
子
育
て
支
援
で
も
、
ち
ょ

っ
と
外
見
が
気
に
な
る
な
と

か
、
痩
せ
細
っ
て
い
る
な
と

い
う
子
は
い
て
、
そ
の
と
き

に
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

し
て
ど
こ
か
に
つ
な
げ
て
い

く
必
要
は
出
て
く
る
の
に
。

　
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
、
一

つ
の
思
い
で
子
ど
も
を
助
け

ら
れ
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う

同
じ
思
い
で
動
い
て
い
る
団

体
の
情
報
を
、
確
実
に
つ
か

ん
で
お
く
こ
と
。
も
ち
ろ
ん

公
的
支
援
も
含
め
て
、
こ
の

子
だ
っ
た
ら
こ
の
支
援
に
結

び
付
け
ら
れ
る
な
と
い
う
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
た
上

で
、民
間
の
方
も
、ど
ん
ど
ん

私
た
ち
を
使
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
う
。
と
に
か
く
子
ど

も
を
救
う
こ
と
を
一
番
に
考

え
て
、
誰
が
ど
う
だ
、
彼
が

ど
う
だ
と
大
人
の
都
合
で
動

く
人
が
ち
ょ
っ
と
で
も
減
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
。

　
繰
り
返
す
が
、
こ
れ
は
都

会
だ
け
で
起
き
て
い
る
こ
と

で
は
な
い
。
宮
崎
の
私
の
も

と
だ
け
で
も
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
女
の
子
た
ち
か
ら
相

談
の
依
頼
が
来
る
。
全
国
各

地
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
動
い
て
く
だ
さ
る
方
が
増

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

（
笑
）
、
卒
業

後
は
水
商
売
や

風
俗
で
働
い

た
。
そ
の
頃
は

身
分
証
の
提
示

な
ど
が
、
今
よ

り
厳
し
く
な
か

っ
た
の
だ
。

　
お
金
を
貯
め

て
自
立
し
た
い

と
思
っ
て
い
た

が
、
と
に
か
く

父
が
お
金
を
盗

む
。
本
当
に
居

場
所
が
な
い
な

と
思
い
、
埼
玉

研究集会では講演後、北村邦夫本会理事長も交
えてのパネルディスカッションも開催。直接支
援をしていない、一市民がそれぞれの役割でで
きることなどについて、活発な議論がなされた 生活困窮家庭や一人親世帯を対象に

「プレミアム親子食堂」や「宮崎こ
ども商店」などの支援活動を行う。
実子３人と夫の連れ子の計４人を育
てた経験から、子育て相談などにも
取り組む。

富井真紀氏

図１　 居場所のない女の子たちの悩みの種は…

・ 信用できる（相談ができる）大人が周囲にいない
・ 家に帰れなかったり、帰りたくない深刻な事情があって
自分の居場所がない

・ 自分は何のために生きて
いるのかわからない

・ 保険証も免許もなく、身
分証となるものがなく仕
事を探しても見つからな
いままでお金がなくなり
食べ物もろくに食べれな
い

・ 公的支援はもちろん、民
間支援などの「情報の貧
困」に陥っていて自分が
当てはまる支援があって
も知らない

信用できる
大人がいない

生きている
価値がわか
らない

支援情報を
知らない

証明書等が
なく仕事が
できない

居場所がない
望まない妊娠
や自殺行為な
どに結び付く
可能性

居場所のない子どもの
生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と

富
井
真
紀

一
般
社
団
法
人
日
本
プ
レ
ミ
ア
ム

能
力
開
発
協
会
代
表
理
事
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期
で
し
た
。
ま

た
、
一
人
で
家
庭

を
訪
問
で
き
な
い

新
卒
保
健
師
も
目

立
つ
よ
う
に
な

り
、
保
健
師
の
力

量
の
向
上
や
教
育

の
在
り
方
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
日
本

看
護
協
会
、
全
国

保
健
師
長
会
、
全

国
保
健
師
教
育
機

関
協
議
会
、
日
本

公
衆
衛
生
看
護
研

究
会
（
現
日
本
保

健
師
活
動
研
究

会
）
に
加
え
、
新

設
の
産
業
保
健
師

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
職

能
団
体
で
あ
る
私
た
ち
に

は
、
保
健
師
そ
れ
ぞ
れ
の
力

量
を
確
保
し
、
そ
し
て
自
分

た
ち
を
価
値
あ
る
存
在
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
「
『
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
た
ら
意
味
の

あ
る
保
健
師
な
の
か
』
を
、

自
他
共
に
分
か
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」
を
常
に
意
識
し
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が

る
よ
う
な
歩
み
で
し
た
が
、

こ
れ
は
一
貫
し
て
進
め
て
き

た
こ
と
で
す
。

　
実
際
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
だ
の
は
周
知
活
動
で

す
。
会
員
数
が
増
え
、
ま
た

賛
助
会
員
の
団
体
も
増
え
た

こ
と
で
、
活
動
は
全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。
首
都
圏
以
外

で
も
研
修
会
を
開
催
し
た

り
、
日
本
産
業
衛
生
学
会
の

学
術
集
会
時
に
自
由
集
会
を

開
催
す
る
こ
と
を
定
例
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
産
業
保
健
領

域
の
他
職
種
や
領
域
の
異
な

る
保
健
師
間
で
の
「
日
本
産

業
保
健
師
会
」
の
認
知
が
、

高
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
昨
年
か
ら
は
、
日
本

看
護
協
会
の
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
（
日
本
看
護
協
会
主
催

の
中
堅
期
産
業
保
健
師
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
発
展
形
）
の
運
営
を
本

会
が
隔
年
で
受
け
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
ま
で
な
り

ま
し
た
。

活
動
研
究
会
の
５
団
体
が
集

ま
り
、
日
本
保
健
師
連
絡
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で

す
。

　
連
絡
協
議
会
設
立
以
前
、

私
は
産
業
分
野
で
活
動
す
る

保
健
師
が
集
ま
る
勉
強
会
を

ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
20
人

ほ
ど
の
小
団
体
で
し
た
が
、

こ
れ
で
連
絡
協
議
会
に
入
る

と
な
れ
ば
、
当
時
会
員
が
60

万
人
以
上
い
た
日
本
看
護
協

会
と
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
実
は
だ
い
ぶ
悩
み
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
「
産
業
保
健
師

も
保
健
師
の
仲
間
と
し
て
参

加
す
べ
き
だ
」
と
い
う
思
い

と
「
保
健
師
だ
け
の
団
体
は

こ
こ
し
か
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
仲
間
の
同
意
と

先
輩
方
か
ら
の
励
ま
し
も
得

て
、
産
業
保
健
師
活
動
研
究

会
を
立
ち
上
げ
る
決
意
を
し

ま
し
た
。

　
当
時
か
ら
私
は
、
「
産
業

保
健
師
は
日
本
国
民
の
半
数

の
健
康
を
支
援
し
て
い
る
」

と
い
う
自
負
を
持
っ
て
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
連
絡
協
議
会
の
発
起
人
集

会
で
は
、
参
加
者
の
方
々

に
、
産
業
保
健
師
の
活
動
基

盤
強
化
、
能
力
向
上
の
重
要

性
を
訴
え
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

【
西
内
】
　
日
本
産
業
保
健

師
会
の
前
身
「
産
業
保
健
師

活
動
研
究
会
」
（
２
０
０
９

年
、
現
名
称
に
改
称
）
は
、

08
年
３
月
の
「
日
本
保
健
師

連
絡
協
議
会
」
発
足
に
合
わ

せ
、
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
保
健
師
は
８
割
以
上
が
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
新
た
な
職
種
が
増
え

て
き
て
い
て
、
保
健
師
全
体

の
存
在
感
が
薄
れ
て
い
た
時

【
西
内
】
　
私
は
設
立
か
ら

４
年
間
会
長
を
務
め
ま
し
た

が
、
職
域
で
活
動
す
る
産
業

保
健
師
の
職
能
団
体
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
し
、
研
修
会
開

催
時
の
テ
ー
マ
に
は
必
ず

「
産
業
保
健
師
活
動
の
在
り

方
の
本
質
に
迫
る
」
と
い
う

文
言
を
冠
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
素
晴
ら
し

い
活
動
を
実
践
し
て
い
る
保

健
師
の
発
表
と
、
意
見
交
換

の
時
間
を
い
つ
も
設
け
ま
し

た
が
、
「
産
業
保
健
師
の
活

動
の
本
質
を
考
え
る
場
に
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
現
在
の
研
修
会
で
も
引

き
継
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
設
立
か
ら
し
ば
ら
く
は
会

員
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

運
営
は
と
て
も
大
変
で
し

た
。
研
修
を
す
る
の
に
も
、

会
場
費
を
カ
ン
パ
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
講
師
と
し
て
呼

ん
だ
保
健
師
に
入
会
を
お
願

い
し
て
会
費
を
頂
い
た
り

（
笑
）
。

　
事
務
局
を
置
か
せ
て
も
ら

う
場
所
を
探
す
の
に
も
苦
労

し
ま
し
た
。
知
り
合
い
の
保

健
師
の
協
力
も
得
て
い
ろ
い

ろ
と
探
す
中
、
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
の
が
日
本
家
族
計

画
協
会
で
す
。
当
時
の
役
員

の
方
が
事
務
局
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
り
、
会
議
室
を
お

借
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
研
修
の
ほ
か
に
は
、
賛
助

会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た

企
業
に
す
て
き
な
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
日
本
看
護
協
会
の
事

業
の
中
に
、
中
堅
期
産
業
保

健
師
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ
て
い

た
だ
い
た
り
と
、
新
し
い
事

業
も
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
設
立
当
初
は
任
意

団
体
だ
っ
た
の
で
、
法
人
化

す
る
準
備
も
始
め
ま
し
た
。

【
大
神
】
　
設
立
か
ら
４
年

た
っ
て
、
私
が
西
内
さ
ん
か

ら
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
は
会
員
数

は
約
３
０
０
人
に
ま
で
増
え

て
い
ま
し
た
。
産
業
保
健
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が

入
会
さ
れ
て
い
た
り
、
首
都

圏
以
外
の
会
員
も
増
え
て
き

た
時
期
で
す
。
会
員
数
は
設

立
か
ら
３
年
目
ご
ろ
に
急
激

に
増
加
し
、
そ
れ
か
ら
は
緩

や
か
な
増
加
に
転
じ
ま
し

た
。

　
私
が
引
き
継
い
で
か
ら
、

強
調
し
て
き
た
こ
と
は
、

「
こ
の
会
は
職
能
団
体
で
あ

【
椎
葉
】
　
私
は
副
会
長
と

し
て
、
会
の
組
織
化
担
当
を

し
て
い
ま
す
。
産
業
保
健
師

の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

一
人
職
場
・
少
数
職
場
は
多

く
あ
り
ま
す
。
保
健
師
の
活

動
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
会
員
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
あ
く
ま
で
他
地
区
と
比
べ

て
で
す
が
、
大
都
市
圏
は
企

業
の
数
も
多
く
、
情
報
が
集

ま
り
や
す
い
の
で
、
周
知
に

か
か
る
労
力
は
少
な
く
済
み

ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
後
課

題
と
な
る
の
は
、
企
業
が
少

な
く
、
保
健
師
が
点
在
し
て

い
る
地
方
で
の
支
援
・
情
報

提
供
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
地
方
の
保
健

師
の
方
々
に
と
っ
て
、
「
か

ゆ
い
所
に
手
が
届
く
」
存
在

に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
、
会

の
組
織
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
岡
田
】
　
会
の
認
知
度
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
ど
う
応
え
る
か
、
規
模
と

し
て
は
約
４
０
０
人
の
小
さ

な
団
体
な
の
で
、
会
員
の
獲

得
は
切
羽
詰
ま
っ
た
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
の
取
り
ま
と
め
を
担

当
し
て
い
る
立
場
か
ら
い
え

ば
、
団
体
の
組
織
体
制
の
整

備
・
強
化
が
必
要
と
思
っ
て

い
ま
す
。
手
弁
当
の
運
営
だ

っ
た
こ
ろ
に
比
べ
体
制
は
だ

い
ぶ
整
っ
た
も
の
の
、
「
で

き
る
人
が
や
る
」
と
い
う
よ

う
な
雰
囲
気
は
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
。

　
各
担
当
の
役
割
と
機
能
を

明
確
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

理
事
が
活
躍
し
、
知
恵
を
集

結
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

【
大
神
】
　
運
営
面
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
13
年
に
法
人

化
し
、
組
織
的
な
活
動
が
進

む
よ
う
整
備
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
も
専
従

の
事
務
職
を
置
け
る
ま
で
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
ま

だ
事
務
局
代
行
の
方
や
理
事

の
善
意
で
活
動
が
拡
充
で
き

て
い
る
状
況
で
す
。

【
岡
田
】
　
財
政
的
な
面
で

も
、
戦
略
的
な
事
業
を
こ
れ

か
ら
は
考
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
「
能
力
の

向
上
」
は
、
「
活
動
基
盤
強

化
」
と
共
に
、
こ
の
会
の
二

つ
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
保
健
師
の
能

力
向
上
を
担
う
研
修
は
、
収

益
事
業
と
し
て
も
大
事
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。

【
斎
藤
】
　
私
は
副
会
長
と

し
て
、
教
育
担
当
に
当
た
っ

て
い
ま
す
が
、
研
修
は
、
産

業
保
健
師
の
「
質
の
担
保
」

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
会

の
活
動
基
盤
の
強
化
」
と
い

う
意
味
で
も
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
研
修
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
収
益
を

得
る
ほ
か
に
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
認
知
が
広
が

っ
て
い
く
と
い
う
側
面
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

時
代
の
流
れ
を
読
ん
だ
、
魅

力
的
な
研
修
を
続
け
て
い
く

一
方
で
、
唯
一
の
産
業
保
健

師
の
職
能
団
体
と
し
て
、
例

え
ば
認
証
制
度
の
よ
う
な
、

私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
打
ち
出

し
て
い
け
る
、
何
か
し
ら
の

価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
を
念
頭
に
活
動
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
流
れ
を
考
え
る

と
、
産
業
保
健
師
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
は
と
て
も
大
き
い

も
の
で
す
。
「
健
康
経
営
」

と
い
う
言
葉
も
知
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
「
長
く
元
気
に

働
け
る
労
働
者
」
の
確
保
は

日
本
の
企
業
を
支
え
て
い
く

上
で
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す

し
、
そ
れ
を
担
う
の
は
医
療

の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　
産
業
医
と
共
に
、
産
業
保

健
師
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
私
た
ち
も
そ
れ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
団
体
に
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
大
神
】
　
昨
年
、
自
治
体

で
は
保
健
師
の
キ
ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
（
職
務
内
容
や
必
要
な

ス
キ
ル
を
明
確
に
し
、
下
位

職
か
ら
上
位
職
へ
移
行
で
き

る
道
筋
と
、
そ
の
た
め
の
能

力
開
発
の
機
会
を
提
供
す
る

仕
組
み
）
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
も
今
、
異
な
る

領
域
間
の
保
健
師
の
活
動
の

横
串
が
刺
せ
る
よ
う
に
、
産

業
保
健
師
な
ら
、
例
え
ば

「
働
き
始
め
の
こ
ろ
な
ら
、

こ
ん
な
能
力
が
必
要
だ
よ

ね
」
と
い
っ
た
、
キ
ャ
リ
ア

ご
と
の
目
安
を
作
成
中
で

す
。
日
本
産
業
衛
生
学
会
の

よ
う
な
関
連
す
る
団
体
で
も

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
が
作
ら
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
団

体
と
の
特
性
の
違
い
や
活
動

内
容
の
整
合
性
を
考
慮
し
な

が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
の
参
加
は
、
本
人
の

問
題
意
識
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
す
が
、
保
健
師

と
し
て
必
要
な
能
力
で
も
、

保
健
師
本
人
が
気
付
い
て
い

な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な
盲
点
を
補

え
る
よ
う
、
本
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
ご
と
に
求

め
ら
れ
る
能
力
を
示
し
、
導

い
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
現
在
作
成
途
中
の
キ

ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
は
、
そ
の
精

度
を
上
げ
て
、
認
証
制
度
の

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
け
る

と
、
私
た
ち
保
健
師
だ
け
で

な
く
、
保
健
師
の
活
動
の
受

益
者
で
あ
る
世
の
中
の
人
々

の
た
め
に
な
っ
て
い
く
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
会
の
維
持
、
継
続
あ

っ
て
の
発
展
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
先
に
挙
げ
ら
れ
た
課

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

「
組
織
体
制
の
整
備
」
「
保

健
師
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

視
」
「
保
健
師
の
質
の
担

保
」
、
こ
の
三
つ
に
尽
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
は
一
朝
一
夕
で
は

い
か
な
い
こ
と
で
す
の
で
、

中
長
期
の
計
画
で
進
め
て
い

き
ま
す
。
私
た
ち
が
13
年
ご

ろ
に
作
成
し
た
中
長
期
計
画

で
は
、
20
年
後
に
私
た
ち
産

業
保
健
師
は
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
、
ど
う
あ
り
た
い
か

を
提
示
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
「
全
て
の
労
働
者
の
健

康
に
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
が

う
ま
く
行
き
わ
た
る
状
態

に
、
日
本
産
業
保
健
師
会
が

関
与
す
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
実
現
の
た
め
、
保
健

師
が
で
き
る
こ
と
と
は
何
な

の
か
、
引
き
続
き
組
織
内
外

か
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

座談会参加者　大神あゆみ会長（中央）、岡田睦美副会
長（中央左）、西内千代子前会長（中央右）、椎葉倫代
副会長（左）、斎藤照代副会長（右）

職域保健の現場から職域保健の現場から

設立10周年
記念座談会

日本産業保健師会

　
本
連
載
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
一
般
社

団
法
人
日
本
産
業
保
健
師
会
が
先
日
、
設
立
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
番
外
編
と
し

て
、
日
本
産
業
保
健
師
会
の
皆
さ
ん
に
、
会
の
こ

れ
ま
で
と
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
座
談
会
形

式
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

日
本
産
業
保
健
師
会
の

「
今
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」

番
外
編

設
立
前
夜
〜
20
人
の
船
出
〜

設
立
か
ら
「
今
ま
で
」

〜
手
弁
当
か
ら
全
国
へ
〜

未
来
へ
の
展
望

〜
複
眼
的
視
点
か
ら
〜
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歳
に
な
っ
た
ら
肩
た
た
き
」

と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
。

主
治
医
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
自

分
の
人
生
を
考
え
た
方
が
い

い
と
、
優
し
い
（
？
）
言
葉

を
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
近
頃
は
、
「
治
療

は
あ
な
た
が
納
得
い
く
ま
で

ど
う
ぞ
。
終
結
は
自
分
で
決

め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
先
日
、
電
話
を
く
だ
さ
っ

た
女
性
は
40
代
半
ば
。
す
で

に
何
軒
か
の
施
設
で
体
外
受

精
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ

の
施
設
の
一
つ
に
凍
結
胚
を

保
存
し
て
い
て
、
彼
女
い
わ

く
「
最
後
に
そ
の
凍
結
胚
を

戻
し
て
不
妊
治
療
を
終
わ
り

に
し
ま
す
」
と
。
彼
女
に
と

っ
て
は
、
不
妊
治
療
を
終
わ

ら
せ
る
た
め
の
〝
お
守
り
〞

み
た
い
な
も
の
だ
そ
う
で

す
。
こ
こ
何
回
か
は
、
採
卵

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
主
治
医
に
〝
お
守
り

胚
〞
の
病
院
に
行
く
べ
き
か

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
今
す
ぐ

に
で
も
行
く
べ
き
で
す
」
と

返
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。

「
も
う
無
理
で
す
」
と
は
っ

き
り
宣
告
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
気
に
な
り
な
が
ら
も
、

そ
の
一
方
で
、
や
め
る
と
き

が
来
た
と
告
げ
ら
れ
る
の
は

耐
え
ら
れ
な
い
。
〝
お
守
り

胚
〞
の
病
院
に
行
く
ま
で
は

終
わ
ら
な
い
…
と
、
彼
女
の

頭
の
中
で
思
い
が
巡
っ
て
い

る
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
し

た
。
お
話
し
す
る
う
ち
に
、

年
齢
や
治
療
年
数
を
冷
静
に

振
り
返
り
、
や
は
り
〝
お
守

り
胚
〞
の
と
こ
ろ
に
戻
る
べ

き
と
き
が
来
た
と
思
い
至
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　
恐
ら
く
そ
の
医
師
は
、
終

結
を
示
唆
す
る
意
味
で
、
す

　
高
度
生
殖
医
療
の
進
歩
は

妊
娠
へ
の
可
能
性
を
広
げ
る

反
面
、
治
療
期
間
を
引
き
延

ば
す
要
因
や
経
済
的
負
担
に

な
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
「
妊
娠
・
出
産
に
は
年
齢

的
な
限
界
が
あ
る
」
と
い
う

の
は
最
近
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
す
が
、
そ
こ
に
は
卵
子

や
精
子
の
妊に

ん

孕よ
う

能
や
治
療
成

績
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
産

む
こ
と
は
育
て
る
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い

ぐ
に
で
も
凍
結
胚
を
保
存
し

て
い
る
病
院
に
行
く
こ
と
を

勧
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
女
性
に
は
そ

の
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
反
対

の
意
味
で
捉
え
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
視
点
も

経
験
も
違
う
人
に
伝
え
る
の

は
難
し
い
も
の
で
す
。
　

　
患
者
た
ち
は
、
専
門
知
識

に
乏
し
く
、
と
も
す
る
と
目

先
の
こ
と
に
翻
弄
さ
れ
や
す

い
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
患

者
た
ち
が
自
身
で
治
療
の
終

結
を
決
め
る
時
代
、
そ
の
本

人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
が

理
解
で
き
る
よ
う
環
境
を
整

え
た
上
で
、
専
門
家
は
決
断

を
促
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（
東
京
都
　
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員
　

関
口
　
順
子
）
　

の
割
合
と
そ
の
背
景
を
分
析

し
ま
し
た
。
調
査
は
訪
問
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
す
が
、

モ
バ
イ
ル
端
末
に
表
示
さ
れ

た
質
問
に
回
答
者
が
イ
ン
プ

ッ
ト
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

は
進
行
さ
せ
る
だ
け
で
回
答

内
容
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。

　
「
昨
年
１
年
間
に
、
次
の

よ
う
な
事
柄
が
３
か
月
以
上

続
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
リ
ス
ト

で
、
〝
性
的
欲
求
が
全
く
な

い
〞
に
〝
は
い
〞
と
回
答
し

た
人
に
は
、
「
そ
の
こ
と
に

対
し
て
あ
な
た
自
身
ど
う
感

じ
ま
す
か
？
」
と
続
け
て
質

問
し
、
〝
何
と
も
感
じ
な

い
〞
か
ら
〝
大
い
に
苦
痛
と

感
じ
る
〞
ま
で
４
段
階
で
評

価
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
全
回
答
率
は
65
・
８
％
で

し
た
。
〝
少
し
苦
痛
に
感
じ

る
〞
か
ら
〝
大
い
に
苦
痛
に

感
じ
る
〞
と
答
え
た
割
合
は

男
性
の
15
％
、
女
性
の
34
％

で
女
性
が
男
性
の
約
２
倍
で

し
た
。
苦
痛
と
答
え
た
対
象

の
背
景
因
子
を
見
る
と
、
男

性
で
は
、
義
務
教
育
だ
け
で

高
等
教
育
を
受
け
て
い
な

い
、
無
職
あ
る
い
は
定
職
が

な
い
な
ど
で
、
女
性
で
は
、

現
役
の
学
生
、
定
年
退
職

者
、
宗
教
活
動
に
参
加
し
な

い
な
ど
、
男
女
間
で
異
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
女
性
で
は
パ
ー

ト
ナ
ー
が
一
人
の
み
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
性
的
関
係
に
あ
る

期
間
が
長
い
、
妊
娠
・
出
産

の
経
験
が
あ
る
な
ど
の
場
合

に
性
欲
が
な
い
と
答
え
た
割

合
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
男
性
で
は
自
慰
行
為
を

す
る
、
性
行
為
の
と
き
に
媚び

◆
男
性
と
女
性
の
違
い

　
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
社

会
公
衆
衛
生
科
学
部
カ
ー
ス

テ
ィ
ン
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
ら

の
グ
ル
ー
プ
は
、
16
〜
74
歳

の
英
国
人
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー

を
１
人
以
上
持
つ
男
女
そ
れ

ぞ
れ
約
４
８
０
０
人
と
６
７

０
０
人
の
性
生
活
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
調
査
（N

atsal 
-3

）
か
ら
、
セ
ッ
ク
ス
レ
ス

薬
を
使
う
な
ど
の
場
合
に
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
調
査
で
男
女
に
共

通
し
て
い
る
セ
ッ
ク
ス
レ
ス

の
背
景
因
子
と
し
て
は
、
パ

ー
ト
ナ
ー
が
性
感
染
症
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
自
ら

進
ん
で
性
行
為
を
し
て
い
な

い
（
意
志
に
反
す
る
性
行
為

を
さ
せ
ら
れ
た
）
、
互
い
に

気
安
く
性
の
話
が
で
き
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
の
閉
経
、
男
性
の
包
茎

手
術
な
ど
は
セ
ッ
ク
ス
レ
ス

と
の
関
連
性
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

参
考
Graham

 CA,et al.BM
J 

Open.Sep 14,2017.

◆ 

広
範
囲
に
表
れ
る

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

　
米
国
で
は
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
が
２
０
０
６
年

に
発
売
さ
れ
て
か
ら
約
10
年

が
経
過
し
、
若
年
女
性
の
ヒ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
技
術
へ
の
期
待
と
落
胆
、

種
々
入
り
混
じ
る
思
い
を
受

け
止
め
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
と
の
折
り
合
い
を
つ
け

て
い
く
相
談
が
増
え
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
開
設
20
年
の
実

感
で
す
。

＊
＊
＊

　
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
開
設
か
ら
20
年
が

経
過
し
、
北
村
所
長
か
ら

「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
20
年
間

を
振
り
返
っ
て
、
変
わ
っ
た

こ
と
・
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
尋
ね
ら

れ
ま
し
た
（
前
号
掲
載
）
。

　
ま
ず
、
思
い
浮
か
ん
だ
の

は
、
20
年
前
で
あ
れ
ば
、「
40

【
翻
訳
＝
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
　

Ｏ
ｂ
―
Ｇ
ｙ
ｎ
】

電
話
相
談

●
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
３
８

●
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
　
※
火
曜
日
の
み

☎
03（
３
２
３
５
）７
４
５
５

診
療
予
約
・
問
合
せ

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
９
４

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｐ 

http://www.jfpa-clinic.
org/

◎
電
話
相
談
員
募
集
◎

　
思
春
期
の
体
、
経
口
避
妊

薬
、緊
急
避
妊
、妊
娠
不
安
、

Ｓ
Ｔ
Ｉ
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
専
門
家
を
募
集
中
で
す
。

平
日
の
昼
、
市
谷
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
方
。
詳
細
は
、

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
９
４

し
た
女
性
数
が
年
々
増
加
し

て
い
く
こ
と
で
感
染
の
拡
大

が
抑
え
ら
れ
て
い
き
、
接
種

し
て
い
な
い
女
性
を
含
む
集

団
全
体
の
感
染
が
減
少
し
て

い
る
証
拠
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
こ
の
集
団
免
疫

の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
が
あ
る
閾い

き

値ち

に
達
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
18
〜
26
歳
女
性
の
接
種

率
は
こ
れ
ま
で
の
累
積
で
現

在
４
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

性
交
な
ど
を
通
じ
て
男
性
か

ら
女
性
あ
る
い
は
そ
の
逆
で

感
染
す
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
が
波
及
し
若
年

男
性
の
感
染
も
減
少
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
調
査

が
必
要
だ
と
研
究
グ
ル
ー
プ

は
述
べ
て
い
ま
す
。

参
考

Berenson AB, et al.
Obstet Gynecol.2017 
Sep.

◆ 

子
宮
内
膜
症
の
原
因
を

追
究
す
る

　
現
在
、
米
国
人
女
性
の
約

１
割
が
子
宮
内
膜
症
と
診
断

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
リ
ス
ク

因
子
に
関
す
る
知
見
は
徐
々

に
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感
染
が
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
そ
の
後
の

疫
学
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
産
婦

人
科
学
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
最
も
新
し
い
デ
ー
タ
を

使
っ
て
さ
ら
に
検
証
を
重
ね

ま
し
た
。
合
衆
国
健
康
栄
養

調
査
の
09
〜
10
年
調
査
結
果

と
13
〜
14
年
調
査
結
果
か

ら
、
各
調
査
約
２
千
人
の
デ

ー
タ
を
18
〜
26
歳
、27
〜
34

歳
、35
〜
44
歳
、45
〜
59
歳
の

４
層
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

年
齢
層
に
お
け
る
６
、
11
、

16
、
18
の
各
型
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感

染
者
の
割
合
を
比
較
し
ま
し

た
。
調
査
は
移
動
検
診
車
で

個
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
腟
ス

ワ
ブ
検
査
（
腟
粘
液
の
採
取

標
本
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
09
〜
10
年
の

感
染
率
を
１
と
し
た
場
合
の

13
〜
14
年
の
感
染
率
は
各
年

齢
層
で
そ
れ
ぞ
れ
、０
・
35
、

０
・
83
、
０
・
82
、
１
・
03

と
な
り
、
特
に
18
〜
26
歳
の

感
染
率
は
60
％
以
上
の
大
幅

な
減
少
を
示
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
年
齢
層
で

は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

女
性
の
感
染
は
極
め
て
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な

い
女
性
の
感
染
率
も
19
・
５

％
か
ら
９
・
７
％
へ
と
ほ
ぼ

半
減
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
研
究
グ
ル

ー
プ
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

　
母
乳
哺
育
の
女
性
は
赤
ち

ゃ
ん
に
授
乳
す
る
こ
と
で
無

月
経
が
長
く
続
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
子
宮
内
膜
症
の
発

生
を
抑
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
産
後

の
無
月
経
の
期
間
が
１
か
月

未
満
の
発
生
リ
ス
ク
を
１
と

し
た
場
合
に
比
べ
て
、
無
月

経
の
期
間
が
、
３
〜
６
か

月
、
６
〜
12
か
月
、
12
〜
18

か
月
で
は
そ
れ
ぞ
れ
０
・

83
、
０
・
77
、
０
・
54
と
低

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
月
経
血
が
子
宮
か
ら
流
出

す
る
と
き
卵
管
へ
逆
流
し
て

腹
腔
へ
入
る
場
合
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
子
宮
内
膜
症
の

発
生
す
る
原
因
の
一
つ
で
あ

る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
結
果
か
ら
、
無

月
経
が
続
く
こ
と
で
こ
の
よ

う
な
逆
流
血
の
発
生
が
抑
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し

て
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
こ
の

説
を
支
持
し
ま
し
た
。

参
考

F
arland LV

,et al.
BM
J.2017 Aug.

が
、
患
者
自
身
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
因
子
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ハ
ー
バ

ー
ド
公
衆
衛
生
大
学
院
を
中

心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
お
産
を
経
験
し
た
女
性

に
子
宮
内
膜
症
が
少
な
い
こ

と
に
注
目
し
て
詳
細
な
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
１
９
８
９
〜
２
０
１
１
年

の
女
性
看
護
師
を
対
象
に
健

康
を
追
跡
し
た
疫
学
調
査

「
ナ
ー
ス
ヘ
ル
ス
研
究
Ⅱ
」

か
ら
、
出
産
経
験
を
持
つ
約

７
万
２
千
人
と
、
そ
の
う

ち
、
腹
腔
鏡
検
査
で
子
宮
内

膜
症
と
診
断
さ
れ
た
約
３
千

人
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
因
子

を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
出
産

後
に
赤
ち
ゃ
ん
を
ほ
ぼ
人
工

乳
だ
け
で
哺
育
し
た
女
性
の

内
膜
症
は
年
間
で
10
万
人
当

た
り
４
５
３
例
だ
っ
た
の
に

対
し
、
母
乳
哺
育
で
育
て
た

女
性
で
は
１
８
４
例
と
、
約

２
・
５
倍
の
差
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
場

合
の
母
乳
哺
育
期
間
は
、
母

親
個
人
の
全
出
産
を
通
算
し

て
36
か
月
以
上
で
す
。

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

OPEN HOUSE
相談員の
リレーエッセー

母乳哺
ほ

育
いく

と
子宮内膜症

セックスレスの背景
―英国の調査から―

子宮頸がん
予防ワクチン
―米国の近況―
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「
お
酒
を
飲
む
の
を
や
め

ま
し
ょ
う
、
減
ら
し
ま
し
ょ

う
」
。
こ
ん
な
あ
い
ま
い
な

お
酒
に
関
す
る
指
導
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
多
量
飲
酒
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
助

長
、
集
中
力
の
低
下
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
と
い
っ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
ど

ほ
ど
で
抑
え
れ
ば
、
精
神
的

リ
ラ
ッ
ク
ス
や
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
増
加
に
よ
る
動
脈
硬
化
予

防
と
い
っ
た
良
い
点
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
本
教
材
で
は
、
お

酒
を
う
ま
く
飲
む
コ
ツ
（
減

酒
）
、
お
つ
ま
み
の
選
び

方
、
食
べ
物
や
運
動
の
カ
ロ

リ
ー
一
覧
と
い
っ
た
、
「
お

い
し
く
・
上
手
に
」
お
酒
が

飲
め
る
生
活
習
慣
改
善
の
ヒ

ン
ト
や
豆
知
識
を
、
数
字
と

イ
ラ
ス
ト
を
中
心
に
し
て
収

　
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国

大
会
）
が
宮
崎
県
で
開
催
さ

れ
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

こ
の
大
会
は
家
族
計
画
普
及

全
国
大
会
と
し
て
、
１
９
５

６
年
に
始
ま
っ
た
も
の
だ
。

　
近
会
長
は
、
そ
の
第
１
回

か
ら
全
て
主
催
者
と
し
て
参

加
し
、
そ
の
歴
史
を
見
て
き

た
。
こ
こ
数
年
は
私
も
同
行

し
、
各
地
で
一
緒
に
お
酒
を

飲
み
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

私
が
書
き
写
し
た
本
は
、
書

棚
一
つ
に
も
満
た
な
い
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
。（
許
斐
）

　
そ
の
近
会
長
が
、
宮
崎
に

は
来
ら
れ
ず
、
そ
の
数
週
間

後
、
泉
下
の
人
と
な
っ
た
。

　
「
一
人
の
老
人
が
亡
く
な

る
こ
と
は
、
一
つ
の
図
書
館

を
失
う
と
い
う
こ
と
だ
」
と

い
う
言
葉
が
、
ア
フ
リ
カ
に

あ
る
と
い
う
。
激
動
の
時
代

を
、駆
け
抜
け
た
人
だ
っ
た
。

録
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
問

題
は
肥
満
者
へ
の
指
導
に
偏

り
が
ち
で
す
が
、
「
非
肥

満
」
の
大
量
飲
酒
者
に
向
け

た
内
容
も
取
り
入
れ
て
い
る

た
め
、
お
酒
を
飲
む
対
象
者

全
て
に
伝
え
た
く
な
る
一
冊

で
す
。

　
冊
子
の
表
紙
に
は
、
お
い

し
そ
う
な
ビ
ー
ル
の
写
真
に

一
言
、
「
こ
の
一
杯
を
、
も

っ
と
お
い
し
く
飲
み
た
い

…
」
。
こ
れ
は
、
避
け
ら
れ

が
ち
な
節
酒
指
導
の
冊
子
で

あ
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
対
象

者
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

【
タ
イ
ト
ル
】
「
飲
む
前
に

知
っ
て
お
き
た
い
ア
ル
コ
ー

ル
と
健
康
」

【
監
修
】
岡
村
智
教
（
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
衛
生
学
公

衆
衛
生
学
教
授
）

【
仕
様
】
Ｂ
６
判
／
型
抜
き

／
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

【
価
格
】
本
体
１
０
０
円
＋

税
（
多
部
数
割
引
あ
り
）

　
見
本
の
送
付
を
ご
希
望
の

方
は
、
送
付
先
と
タ
イ
ト
ル

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

編
集
後
記

【
テ
ー
マ
】
「
母
乳
育
児
を

楽
し
む
た
め
に
母
親
へ
伝
え

た
い
も
の
」

【
講
師
】
水
野
克
己
（
昭
和

大
学
江
東
豊
洲
病
院
小
児
内

科
教
授
）

【
日
時
】
２
０
１
８
年
１
月

９
日
㈫
13
時
30
分
〜
15
時
30

分【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、助
産
師
、

看
護
師
な
ど
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
当
日
参
加
３
千

円
（
会
員
以
外
で
当
日
参
加

希
望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
】
本
会

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

※
年
間
予
定
は
、本
会
Ｈ
Ｐ
。

１
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

日本産婦人科学会専門医、日本臨床細胞
学会専門医、臨床心理士。1987年、佐賀
医科大学卒。94年、学位取得（医学博士）。
島根医科大学、島根県立中央病院、松江
生協病院勤務を経て、
2008年、島根大学保健
管理センター採用、10
年に同大学准教授。15
年より学長特別補佐
（男女共同参画担当）。
一般社団法人しまね性
暴力被害者支援センタ
ーさひめ理事。

　
産
婦
人
科
医
に
な
っ
て
12

年
目
、
思
春
期
外
来
に
訪
れ

る
拒
食
症
の
女
の
子
た
ち
へ

の
対
応
を
学
ぶ
た
め
に
、
臨

床
心
理
士
の
資
格
を
取
り
ま

し
た
。
10
代
の
中
絶
率
が
ピ

ー
ク
だ
っ
た
２
０
０
０
年

に
、
新
米
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
私
が
病
院
勤
務
の

合
間
に
出
掛
け
た
中
学
校
で

見
た
も
の
は
、
病
院
と
は
全

く
異
な
っ
た
光
景
で
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
の
彼
が
来
て

い
る
間
、
外
出
し
て
友
達
と

遊
ん
で
い
る
よ
」「
親
が
夜
い

な
い
か
ら
、
友
達
の
家
で
泊

ま
っ
て
い
る
の
」「
化
粧
し
な

い
と
す
っ
ぴ
ん
は
恥
ず
か
し

い
」と
口
に
し
な
が
ら
、寂
し

さ
に
付
け
込
む
男
性
に
引
か

れ
、
性
交
渉
を
持
つ
少
女
た

ち
。私
が
驚
い
た
の
は
、養
護

教
諭
が
妊
娠
や
性
感
染
症
の

可
能
性
を
告
げ
受
診
を
勧
め

て
も
、「
忙
し
い
で
す
か
ら
」

「
あ
の
子
の
責
任
」「
大
丈
夫

で
す
」
と
受
診
を
拒
む
少
女

の
母
親
た
ち
の
存
在
で
し
た
。

　
「
患
者
は
病
院
に
来
る
も

の
」
と
信
じ
て
い
た
私
に
と

　
私
は
年
間
約
20
の
中
学

校
・
高
校
に
出
掛
け
ま
す
が
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
た

っ
た
１
回
き
り
で
す
。
性
の

知
識
が
生
徒
に
浸
透
す
る
た

め
に
は
、
何
度
も
繰
り
返
し

話
を
聞
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
幸
い
、
05
年
度
よ
り
島
根

県
教
育
委
員
会
の
健
康
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
命
さ

れ
、
養
護
教
諭
の
先
生
方
と

一
緒
に
「
性
に
関
す
る
指
導

の
手
引
き
」
を
作
成
し
、
全

県
下
共
通
で
性
の
健
康
教
育

を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
07
年
に
は
「
女
の
子
の

た
め
の
Ｅ
Ｒ
」
と
い
う
メ
ー

ル
相
談
を
始
め
、
14
年
に
は

女
性
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士

ら
と
「
し
ま
ね
性
暴
力
被
害

手に取りたくなる型抜き冊子

飲む前に知っておきたい
アルコールと健康

っ
て
、
地
域
や
学
校
に
は
受

診
し
な
い
患
者
が
た
く
さ
ん

い
る
と
い
う
こ
と
は
衝
撃
で

し
た
。
だ
っ
た
ら
、
学
校
で

生
徒
た
ち
に
教
え
る
し
か
な

い
。
こ
れ
が
「
性
教
育
を
や

ら
な
く
て
は
！
」
と
思
っ
た

き
っ
か
け
で
す
。

　
学
校
で
与
え
ら
れ
る
時
間

は
多
く
て
60
分
。
子
ど
も
た

ち
の
注
意
は
、
そ
う
長
く
は

続
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

中
学
生
に
は
「
赤
ち
ゃ
ん 

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」

（
販
売
＝
日
本
家
族
計
画
協

会
）
を
15
分
間
見
せ
、
「
あ

な
た
た
ち
も
14
、
15
年
前
に

は
必
ず
お
母
さ
ん
か
ら
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
も
う
忘
れ
て

　
学
校
で
性
教
育
の
話
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
約
20
年
。

当
時
中
学
生
の
母
親
で
あ
っ

た
方
々
の
年
齢
を
と
っ
く
に

超
え
ま
し
た
。
今
に
な
る
と

「
あ
の
と
き
の
中
学
生
の
お

母
さ
ん
た
ち
も
つ
ら
か
っ
た

だ
ろ
う
な
」
と
感
じ
ま
す
。

　
シ
ン
グ
ル
で
の
子
育
て
、

反
抗
期
の
子
ど
も
、
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
て
い

た
の
で
は
、
と
思
い
出
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
本
当
は
、
子
ど
も
の
受
診

を
勧
め
る
前
に
、
ま
ず
母
親

の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
す
こ
と
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に

コ
ツ
コ
ツ
と
、
母
と
子
ど
も

の「
性
の
健
康
」を
守
り
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
に
よ
っ
て
今
の
自
分
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、妊

娠
・
避
妊
、
性
感
染
症
、
性

の
多
様
性
、
付
き
合
う
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、「
大
切

な
話
だ
か
ら
、絶
対
覚
え
て

お
い
て
。
そ
し
て
困
っ
た
ら

い
つ
で
も
相
談
し
て
ね
。
あ

な
た
た
ち
の
周
り
に
は
助
け

て
く
れ
る
大
人
が
た
く
さ
ん

い
る
よ
」
と
呼
び
掛
け
ま

す
。
講
演
か
ら
受
診
に
つ
な

が
る
こ
と
も
少
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
新
聞
の
送
付
先
住
所
や
宛

名
の
変
更
、
ま
た
購
読
中
止

の
場
合
は
、
変
更
内
容
な
ど

を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
家
族
計
画
協
会

「
家
族
と
健
康
」
編
集
部
宛

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

Ｅ
メ
ー
ル

henshu@jfpa.or.jp

送
付
先
の
変
更
・
購
読
中
止
に
つ
い
て

者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ひ
め
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
電
話
や

メ
ー
ル
で
の
相
談
か
ら
、
弁

護
士
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
産
婦
人
科
医
療
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　
避
妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
入
っ
た
の
は
２
年
前
。
全

国
の
専
門
家
か
ら
性
に
関
す

る
最
新
情
報
を
教
え
て
い
た

だ
け
る
の
は
、
と
て
も
貴
重

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
困

っ
た
ら
い
つ
で
も
相
談
し
て

ね
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

私
自
身
も
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
、
安
心
し
て
子
ど
も
た

ち
の
相
談
に
乗
れ
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
思
い
出
し
て
ね
」
と
始

め
ま
す
。
親
が
い
な
い
子
、

父
母
が
不
仲
な
子
も
い
ま

す
。
で
も
、
ど
の
子
も
母
か

ら
生
ま
れ
、
乳
幼
児
期
を
経

て
、
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ

と
、
自
分
の
力
と
周
囲
の
支

河野　美江

正
し
い
性
の
知
識
を
伝
え
な
く
て
は
！

困
っ
た
ら
い
つ
で
も
相
談
し
て
ね河野　

美
江

島
根
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー（
島
根
県
松
江
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！ 

そ
の
33

自
分
の
力
に
気
付
い
て
ほ
し
い

つ
な
が
る
こ
と
が
力
に
な
る

今月の人
子
ど
も
た
ち
の
母
親
も
守
る
べ
き
存
在

河野氏の性教育講演風景

研究集会での発表の様子。
研究テーマは「大学生の性
暴力被害」について


